
研
究
論
文

「
四
匹
の
猫
」
と
　
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
　
バ
ル
セ
ロ
ナ

は
じ
め
に

一
八
八
八
年
五
月
二
十
日
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
初
の
万
国
博
覧
会
が
幕
を
開

け
る
。
こ
れ
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
中
心
に
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
地
方
が
、
一
八
七

〇
年
代
か
ら
八
十
年
代
前
半
に
か
け
て
ワ
イ
ン
市
場
の
好
景
気
、
繊
維
・
金

属
工
業
な
ど
の
発
達
に
よ
る
経
済
成
長
と
中
世
以
来
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
固
有

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
文
化
の
復
興
を
め
ざ
す
思
想
・
文
学
運
動
「
ラ

ナ
シ
ュ
ン
サ
」
　
に
由
来
す
る
実
を
国
内
外
へ
表
明
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
博
覧
会
は
全
く
の
成
功
を
お
き
め
た
と
は
言
い
が
た
い
に
せ
よ
、
カ
タ

ル
ー
ニ
ヤ
地
方
に
そ
の
文
化
や
科
学
技
術
の
水
準
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
文

脈
で
評
価
を
許
す
と
い
う
歴
史
的
機
会
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た

同
時
に
、
こ
の
機
会
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
文
化
が
別
の
段
階
へ
と
移
行
す
る
場

を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
「
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
（
ム
ダ
ル
ニ
ス
マ
）
」

で
あ
る
。

バ
ル
セ
ロ
ナ
万
博
で
は
シ
ウ
タ
デ
リ
ヤ
公
園
に
あ
た
る
場
所
を
会
場
と
し

孝
　
岡
　
睦
　
子

て
、
リ
ユ
イ
ス
・
ド
ウ
メ
ナ
ク
・
イ
・
ム
ン
タ
ネ
ー
（
L
－
u
訂
D
O
m
か
ロ
e
C
h

i
 
M
O
n
t
a
n
e
r
L
∞
g
⊥
諾
い
）
　
の
建
築
を
代
表
と
し
、
こ
と
美
術
館
や
凱
旋

門
建
設
な
ど
公
共
建
築
事
業
に
多
く
の
力
が
注
が
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
、
一
八
八
八
年
の
万
博
は
、
ま
ず
建
築
、
装
飾
芸
術
の
領
域
に

お
い
て
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
体
験
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
モ
デ

ル
ニ
ズ
ム
を
簡
略
に
定
義
す
れ
ば
、
そ
れ
は
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初

頭
に
か
け
て
の
特
に
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
地
方
に
お
け
る
文
化
現
象
で
あ
り
、
フ

ラ
ン
ス
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
オ
ー
、
ド
イ
ツ
の
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ユ
テ
ィ
ー
ル

や
イ
ギ
リ
ス
の
モ
ダ
ン
・
ス
タ
イ
ル
な
ど
か
ら
影
響
を
受
け
、
建
築
や
装
飾

芸
術
に
と
ど
ま
ら
ず
、
絵
画
、
彫
刻
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
、
そ
し
て

文
学
、
演
劇
や
音
楽
と
い
っ
た
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
広
が
り
持
っ
た
芸
術
運

動
と
い
え
る
。
た
だ
こ
の
動
向
は
、
諸
外
国
か
ら
最
新
の
文
化
的
気
運
を
受

け
、
従
来
の
体
制
に
対
す
る
不
信
や
反
発
か
ら
生
ま
れ
た
「
新
し
さ
」
　
へ
の

働
き
か
け
の
み
か
ら
で
は
な
く
よ
り
複
雑
な
姿
を
見
せ
る
。
諸
外
国
と
の
積

極
的
な
接
触
と
い
う
国
際
主
義
を
進
め
る
と
同
時
に
、
ラ
ナ
シ
ュ
ン
サ
の
、
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そ
の
保
守
性
は
否
定
す
る
も
の
の
、
中
世
回
帰
の
性
格
を
受
け
継
ぎ
、
か
つ

同
時
代
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
主
義
の
高
ま
り
と
連
動
す
る
動
き
で
も
あ
っ
た
。

つ
ま
り
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
は
、
ス
ペ
イ
ン
国
内
で
の
地
方
文
化
に
対
す
る
抑
圧

に
対
抗
し
な
が
ら
自
分
た
ち
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
の
文
化
を
見
つ
め
な
お
し
、
そ

れ
を
近
代
化
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
文
脈
に
組
み
込
ん
で
ゆ
こ
う
と
す
る

試
み
で
も
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ス
ペ
イ
ン
国
外
と
の
積
極
的
な
交
流

と
同
時
に
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
人
と
し
て
の
民
族
固
有
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

の
模
索
と
い
う
、
外
へ
と
内
へ
と
一
見
相
反
す
る
流
れ
が
接
し
合
い
衝
突
す

る
場
を
舞
台
と
し
た
思
想
的
・
政
治
的
流
れ
を
含
む
芸
術
運
動
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
言
及
し
て
ゆ
く
う
え
で
、
そ
の
中
心
場

と
な
っ
た
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
居
酒
屋
「
四
匹
の
猫
　
（
ア
ル
ス
・
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ

ツ
）
」
　
の
活
動
に
視
点
を
置
く
。
そ
し
て
中
で
も
特
に
そ
こ
で
発
行
さ
れ
た
文

芸
誌
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
　
（
四
匹
の
猫
）
』
　
を
紹
介
し
て
ゆ
く
こ
と
に
意
識

を
注
ぎ
、
最
後
に
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
た
ち
が
自
分
た
ち
の
運
動
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
を

ど
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
も
触
れ
て
ゆ
き
た
い
。

一
、
居
酒
屋
「
四
匹
の
猫
」
　
へ

一
八
八
八
年
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
万
博
が
、
主
に
建
築
、
装
飾
芸
術
に
お
け
る

モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
の
表
明
の
場
で
あ
る
と
し
た
ら
、
一
方
、
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
絵

画
に
高
い
関
心
が
向
け
ら
れ
る
機
会
は
さ
ら
に
二
年
を
得
た
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
機
会
と
は
一
八
九
〇
年
十
月
十
六
日
よ
り
開
催
さ
れ
た
サ
ラ
・

パ
レ
ス
で
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
　
（
S
a
n
t
i
a
g
O
 
R
u
s
i
P
O
r

－
∞
巴
⊥
器
－
）
、
ラ
モ
ン
・
カ
ザ
ス
　
（
R
a
m
O
n
C
a
s
a
s
L
票
？
－
浩
N
）
　
そ
し
て

彫
刻
家
ア
ン
リ
ク
・
ク
ラ
ラ
ソ
　
（
E
n
r
i
c
 
C
－
a
r
a
s
か
リ
ー
0
0
当
⊥
澄
－
）
　
に
よ
る

最
初
の
グ
ル
ー
プ
展
で
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
に
お
い
て
彼
ら
は
フ
ラ
ン
ス
の

首
都
パ
リ
で
の
実
体
験
に
も
と
づ
き
、
例
え
ば
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
の
《
モ
ン
マ

ル
ト
ル
の
カ
フ
ェ
》
　
（
図
1
）
　
の
よ
う
な
印
象
派
、
エ
ド
ガ
ー
・
ド
ガ

（
E
d
g
a
r
 
D
e
g
a
s
L
器
サ
ー
芝
ご
　
そ
し
て
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー

（
J
a
m
e
s
 
W
h
i
s
t
－
e
r
L
巴
サ
ー
茎
∽
）
　
な
ど
か
ら
影
響
を
受
け
た
近
作
を
発
表

し
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
芸
術
家
や
批
評
家
た
ち
の
間
に
物
議
を
醸
し
た
の
で
あ

る
。
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
パ
リ
を
訪
れ
た
よ
う
に
、
モ
デ
ル
ニ

ス
タ
に
と
っ
て
最
新
の
芸
術
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
首
都
マ
ド
リ
ー
ド
よ
り
も
む

し
ろ
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
の
向
こ
う
側
、
と
り
わ
け
当
時
の
芸
術
の
中
心
地
パ
リ

に
あ
っ
た
。
パ
リ
を
体
験
し
た
彼
ら
は
、
そ
こ
で
吸
収
し
た
も
の
を
カ
タ
ル

ー
ニ
ヤ
に
報
告
、
あ
る
い
は
実
際
に
持
ち
帰
る
こ
と
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

最
新
の
芸
術
動
向
を
故
郷
に
伝
播
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
側
面
か
ら
と
ら
え

れ
ば
、
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
は
パ
リ
を
主
と
し
て
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
の
北
側
の
文
化

を
直
接
体
験
し
た
者
、
あ
る
い
は
間
接
的
に
で
も
強
く
吸
収
し
よ
う
と
し
た

者
と
も
い
え
よ
う
。

そ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
た
ち
の
中
で
も
と
り
わ
け
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
と

カ
ザ
ス
は
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
に
よ
る
計

五
回
に
わ
た
っ
た
「
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
の
祭
典
（
フ
ェ
ス
タ
・
ム
ダ
ル
ニ
ス
タ
）
」

は
、
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
を
あ
る
程
度
の
規
模
で
包
括
的
に
ま
と
め
た
最
初
期
の

出
来
事
と
し
て
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
は
、
一
八
九

一
年
十
月
、
す
で
に
ル
ミ
ニ
ス
タ
を
魅
了
し
て
い
た
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
近
郊
に
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あ
る
海
辺
の
町
シ
ツ
ジ
ャ
ス
を
訪
れ
、
そ
こ
で
翌
年
八
月
に
第
一
回
目
の
モ

デ
ル
ニ
ズ
ム
の
祭
典
と
し
て
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
そ
こ
に
は
エ
リ
ゼ
ウ
・

メ
イ
フ
レ
ン
（
E
－
i
s
e
u
M
e
i
芝
草
－
∞
笠
⊥
富
里
な
ど
の
ル
ミ
ニ
ス
タ
を
含

む
同
時
代
の
画
家
た
ち
に
よ
る
百
点
近
く
の
作
品
が
展
覧
さ
れ
、
シ
ソ
ジ
ャ

ス
に
初
期
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
を
集
中
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
一
八
九
三
年
、
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
は
シ
ツ
ジ
ャ
ス
の
サ
ン
・
ジ
ユ
ア
ン

地
区
に
あ
る
漁
師
の
家
を
購
入
し
、
そ
こ
を
改
築
し
て
自
宅
兼
ア
ト
リ
エ
を

設
け
て
い
る
。
こ
の
建
物
「
カ
ウ
・
フ
ァ
ラ
ッ
ト
」
の
竣
工
式
を
兼
ね
て
同

年
秋
に
開
催
さ
れ
た
の
が
第
二
回
目
の
祭
典
で
あ
っ
た
。
九
月
十
日
に
行
わ

れ
た
こ
の
祭
典
で
は
、
ア
ン
リ
ク
・
モ
レ
ラ
（
E
n
r
i
c
M
O
r
e
r
a
L
∞
宗
⊥
澄
N
）

と
フ
ラ
ン
ス
人
作
曲
家
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
ゴ
ダ
ー
ル
（
B
e
n
j
a
m
i
n

G
O
d
a
r
d
）
－
∞
怠
・
冨
）
や
ベ
ル
ギ
ー
人
作
曲
家
セ
ザ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク

（
C
訂
a
r
『
r
a
n
c
k
V
－
∞
N
N
・
筈
）
に
よ
る
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
、
そ
し
て
カ
タ
ル

ー
ニ
ヤ
主
義
を
掲
げ
る
『
ラ
ペ
ン
ス
（
進
歩
）
』
誌
の
主
催
で
ベ
ル
ギ
ー
人
モ

ー
リ
ス
・
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
（
M
a
u
r
i
c
e
M
e
a
t
e
r
－
i
n
c
k
L
∞
琵
⊥
富
里
の

象
徴
主
義
的
作
品
『
聞
入
者
』
（
一
八
九
〇
年
）
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
台
本
を
用
い
て
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
が
演
出

を
手
が
け
た
も
の
で
、
ス
ペ
イ
ン
国
内
に
お
け
る
初
の
上
演
と
な
る
も
の
で

（
1

0
）

あ
っ
た
。

さ
ら
に
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
は
独
自
で
蒐
集
し
て
い
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
め

る
た
め
に
カ
ウ
・
フ
ァ
ラ
ッ
ト
を
拡
張
し
（
図
2
A
・
B
）
、
一
八
九
四
年
十

一
月
四
日
、
そ
の
公
的
な
竣
工
式
と
と
も
に
第
三
回
目
の
祭
典
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
シ
ソ
ジ
ャ
ス
お
よ
び
カ
ウ
・
フ
ァ
ラ
ッ
ト
を
初
期
モ
デ
ル
ニ
ズ

ム
の
メ
ッ
カ
と
た
ら
し
め
る
重
要
な
祭
典
と
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
モ
デ

ル
ニ
ス
タ
に
よ
っ
て
熱
狂
的
に
信
奉
さ
れ
て
い
た
エ
ル
・
グ
レ
コ
　
（
E
－

G
r
e
c
O
L
澄
丁
－
巴
告
　
の
油
彩
画
二
点
《
悔
俊
す
る
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
》

（
一
五
八
五
1
九
十
年
、
カ
ウ
・
フ
ァ
ラ
ッ
ト
美
術
館
）
　
と
《
悔
俊
す
る
聖
ペ

テ
ロ
》
　
（
一
五
九
五
－
一
六
一
四
年
、
カ
ウ
・
フ
ァ
ラ
ッ
ト
美
術
館
）
　
の
到

着
祝
い
を
兼
ね
て
の
も
の
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
シ
ツ
ジ
ャ
ス
の
駅
に

到
着
し
た
絵
画
を
カ
ウ
・
フ
ァ
ラ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ
た
め
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
か

ら
詰
め
か
け
た
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
た
ち
と
町
の
人
々
に
よ
っ
て
祝
福
の
行
進
が

行
わ
れ
た
　
（
図
3
）
。
そ
れ
は
馬
に
乗
り
カ
ウ
・
フ
ァ
ラ
ッ
ト
の
旗
を
掲
げ
た

ベ
ラ
・
ロ
メ
ウ
　
（
P
e
r
e
 
R
O
m
e
u
L
0
0
琵
⊥
芸
0
0
）
　
と
リ
ユ
イ
ス
・
ラ
バ
ル
タ

（
L
－
u
訂
L
a
b
a
r
t
a
L
∞
ひ
N
・
－
浩
室
、
そ
の
後
ろ
か
ら
カ
ザ
ス
、
ク
ラ
ラ
ソ
、
メ

イ
フ
レ
ン
、
ラ
モ
ン
・
ピ
チ
ョ
ッ
ト
　
（
R
a
m
O
n
 
P
i
c
h
O
t
L
∞
コ
⊥
誤
N
）
、
リ

ユ
イ
ス
・
ペ
リ
ィ
セ
ー
（
L
F
訂
P
e
E
i
c
e
r
L
∞
畠
⊥
害
－
）
、
フ
ラ
ン
セ
ス
ク
・

ソ
レ
ー
・
イ
・
ル
ビ
ロ
ザ
　
（
『
r
a
n
c
e
s
c
S
O
－
e
r
i
R
O
ま
r
O
S
a
こ
無
学
－
苫
○
）
　
ら

に
そ
れ
ぞ
れ
の
御
輿
で
運
ば
れ
る
エ
ル
・
グ
レ
コ
の
作
品
が
続
き
、
最
後
を

ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
と
そ
の
友
人
た
ち
が
締
め
る
と
い
う
行
列
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

同
日
の
午
後
に
は
カ
ウ
・
フ
ァ
ラ
ッ
ト
に
て
詩
会
「
花
の
宴
」
が
開
催
さ
れ
、

ジ
ユ
ア
ン
・
マ
ラ
ガ
イ
　
（
J
O
a
n
M
a
r
a
g
巴
－
二
0
0
芸
⊥
讐
D
　
な
ど
そ
の
会
の
勝

者
た
ち
に
よ
る
作
品
は
、
後
に
一
冊
の
詩
集
と
し
て
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
の
演
説

原
稿
と
と
も
に
　
『
ラ
ペ
ン
ス
』
　
誌
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
約
三
年

後
の
一
八
九
七
年
二
月
十
四
日
に
行
わ
れ
た
第
四
回
目
の
祭
典
で
は
、
オ
ペ

ラ
　
『
妖
精
物
語
』
　
（
一
八
九
六
年
）
　
の
初
演
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
催
し
は

千
人
近
い
観
客
を
動
員
し
、
脚
本
は
ジ
ャ
ウ
マ
・
マ
ッ
ソ
・
イ
・
ト
ラ
ン
ト

ス
　
（
J
a
u
m
e
M
a
s
s
か
i
ざ
r
r
e
n
t
s
L
∞
£
⊥
芝
山
）
、
作
曲
は
モ
レ
ラ
、
舞
台
デ

ザ
イ
ン
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
ダ
・
リ
ケ
ー
（
A
－
e
畏
n
d
r
e
 
d
e
 
R
i
q
u
e
r
〉
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ー
∞
宗
⊥
¢
N
O
）
、
衣
裳
は
ラ
バ
ル
タ
、
そ
し
て
宣
伝
ポ
ス
タ
ー
（
図
4
）
　
は
ミ
ケ

ル
・
ウ
ト
リ
リ
ョ
　
（
M
i
q
u
e
－
U
t
r
i
E
O
u
－
∞
毘
⊥
芝
）
　
が
手
が
け
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
は
シ
ツ
ジ
ャ
ス
、
そ
し
て
カ
ウ
・
フ
ァ

ラ
ッ
ト
に
て
自
ら
が
指
揮
を
と
り
、
美
術
展
覧
会
の
み
な
ら
ず
詩
会
や
芝
居
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
活
動
を
企
画
・
実
行
し
、
そ
れ
ら
を
ひ

と
つ
の
場
所
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
、
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
を
ひ
と
つ
運
動
に
ま

で
高
め
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
一
方
で
最
後
と
な

る
第
五
回
目
の
祭
典
は
一
八
九
九
年
七
月
に
行
わ
れ
る
の
だ
が
、
第
四
回
目

の
祭
典
以
後
、
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
の
拠
点
は
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
と
と
も
に
シ
ツ
ジ

ャ
ス
の
カ
ウ
・
フ
ァ
ラ
ッ
ト
か
ら
次
第
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
居
酒
屋
　
「
四
匹
の

猫
」
　
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

二
、
居
酒
屋
「
四
匹
の
猫
」

ビ
ア
ホ
ー
ル
、
カ
フ
ェ
そ
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
　
（
図
5
）
、
一
八
九
七

年
六
月
十
二
日
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
旧
市
街
に
あ
る
ム
ン
テ
シ
オ
通
り
に
　
「
四
匹

の
猫
」
　
は
開
店
し
た
。
そ
れ
は
、
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
の
建
築
家
ジ
ユ
ゼ
ッ
プ
・

プ
ッ
チ
・
イ
・
カ
ダ
フ
ァ
ル
ク
　
（
J
O
S
e
p
 
P
u
i
g
i
 
C
a
d
a
P
－
c
h
L
0
0
彗
⊥
誤
史

に
よ
る
最
初
期
の
建
築
物
カ
ザ
・
マ
ル
テ
ィ
を
活
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
画

家
と
し
て
の
経
歴
を
持
つ
　
「
四
匹
の
猫
」
　
の
主
人
ベ
ラ
・
ロ
メ
ウ
は
、
自
身

の
パ
リ
で
の
経
験
か
ら
特
に
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
キ
ャ
バ
レ
ー
「
黒
猫
　
（
シ

ャ
・
ノ
ワ
ー
ル
）
」
を
モ
デ
ル
と
し
、
そ
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
版
を
ム
ン
テ
シ
オ
通

り
に
も
た
ら
す
こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
成
立
は
パ
リ
で

ロ
メ
ウ
と
と
も
に
過
ご
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
ウ
ト
リ
リ
ョ
の
提
案
、
そ
し
て

ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
と
カ
ザ
ス
の
支
援
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
店
名
は
創
設

に
携
っ
た
こ
れ
ら
四
人
の
数
を
暗
示
し
て
い
る
。
ま
た
　
「
黒
猫
」
　
の
よ
う
に
、

「
四
匹
の
猫
」
は
飲
食
を
提
供
す
る
場
と
し
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
芸
術
家
た
ち
、

特
に
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
の
交
流
の
場
や
そ
の
作
品
を
発
表
す
る
場
で
あ
る
こ
と

に
重
き
を
置
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
建
物
内
部

は
大
き
く
二
室
に
分
か
れ
て
お
り
、
入
り
口
に
近
い
小
部
屋
で
は
い
く
つ
か

の
テ
ー
ブ
ル
が
用
意
さ
れ
、
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
、
カ
ザ
ス
そ
し
て
ウ
ト
リ
リ
ョ

ら
を
中
心
に
し
ば
し
ば
最
新
の
流
行
や
芸
術
談
義
に
花
を
咲
か
せ
る
タ
ル
ト

ウ
リ
ア
が
行
わ
れ
た
。
一
方
、
奥
の
よ
り
大
き
な
部
屋
は
定
期
的
に
影
芝
居
、

人
形
劇
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
詩
の
朗
読
そ
し
て
展
覧
会
な
ど
の
会
場
と
し
て
使

用
さ
れ
た
の
で
あ
る
　
【
表
1
】
。
こ
の
よ
う
な
「
四
匹
の
猫
」
　
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
タ
ル
ト
ウ
リ
ア
や
そ
の
他
の
催
し
に
は
国
内
の
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
が
集
ま

っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
国
外
か
ら
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
訪
れ
た
芸
術
家
た
ち
に
も

足
を
向
け
さ
せ
、
そ
こ
は
ま
さ
に
最
新
の
流
行
を
吸
収
し
発
信
す
る
場
所
と

な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
室
内
装
飾
に
目
を
向
け
れ
ば
、
も
っ
と
も
目
を
ひ
く
の
が
奥
の
部

屋
左
手
の
壁
面
に
掲
げ
ら
れ
た
カ
ザ
ス
に
よ
る
大
型
の
作
品
《
二
人
乗
り
用

自
転
車
に
乗
る
ラ
モ
ン
・
カ
ザ
ス
と
ベ
ラ
・
ロ
メ
ウ
》
　
（
図
6
）
　
で
あ
ろ
う
。

明
確
な
輪
郭
線
と
形
態
の
単
純
化
に
よ
っ
て
モ
ン
ジ
ユ
イ
ッ
ク
の
丘
を
背
景

に
、
当
時
の
流
行
で
あ
っ
た
自
転
車
に
乗
る
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
た
ち
、
前
に
は

カ
ザ
ス
自
身
が
後
ろ
に
は
絵
の
前
に
立
つ
者
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
る
姿
勢

で
ロ
メ
ウ
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
作
品
は
造
形
的
に
も
ま
た
主
題
に
お
い

て
も
極
め
て
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
を
体
現
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
後
に
こ
の
絵

は
カ
ザ
ス
に
よ
る
別
の
作
品
と
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
　
（
図
7
A
・
B
、
図
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8
A
・
B
）
。
そ
の
作
品
は
先
の
絵
（
図
6
）
　
と
同
じ
様
式
で
同
じ
人
物
た
ち

が
自
動
車
に
乗
っ
て
い
る
様
子
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
の
作
品

（
図
6
）
　
と
の
置
き
換
え
は
後
者
の
作
品
が
よ
り
最
新
の
流
行
を
表
わ
す
と
考

え
ら
れ
た
ゆ
え
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
室
内
に
は
そ
の
他
に
カ
タ
ル

ー
ニ
ヤ
地
方
の
伝
統
的
な
装
飾
タ
イ
ル
、
陶
磁
器
や
鉄
製
品
な
ど
が
多
数
飾

ら
れ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
に
よ
る
小
品
デ
ッ
サ
ン
、
と
り

わ
け
「
四
匹
の
猫
」
　
に
馴
染
み
の
者
た
ち
に
よ
る
仲
間
の
肖
像
や
店
内
の
様

子
を
描
い
た
も
の
が
所
狭
し
と
掛
け
ら
れ
て
い
た
　
（
図
7
A
・
B
、
図
8

A
・
B
）
。
こ
の
よ
う
な
室
内
空
間
の
ア
レ
ン
ジ
は
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
に
よ
る
カ

ウ
・
フ
ァ
ラ
ッ
ト
の
そ
れ
　
（
図
2
A
）
、
様
々
な
民
芸
品
や
工
芸
品
と
自
作
も

含
め
て
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
の
画
家
た
ち
の
作
品
な
ど
を
ひ
と
つ
の
空
間
に
溶
け

込
ま
せ
る
と
い
う
点
で
共
通
点
が
み
と
め
ら
れ
る
。
た
だ
　
「
四
匹
の
猫
」
　
の

室
内
空
間
の
場
合
、
そ
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
の
旗
に
寄
り
添
う
四
匹
の
猫
と
い

う
図
柄
の
エ
ン
ブ
レ
ム
も
暗
示
す
る
よ
う
、
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
の
文
脈
に
お
い

て
何
よ
り
も
こ
の
場
が
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
の
文
化
圏
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と

へ
の
意
識
が
よ
り
強
く
感
じ
と
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
店
内
を
仲
間
た
ち
の
作
品
と
そ
の
肖
像
で
飾
る
目
的
に
は
、
も
う
ひ
と

つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
言
及
す
る
前
に
こ
こ
で
少
し

「
四
匹
の
猫
」
　
で
催
さ
れ
た
様
々
な
活
動
の
中
の
ひ
と
つ
で
あ
る
モ
デ
ル
ニ
ス

タ
の
展
覧
会
に
注
目
し
て
み
た
い
。
最
初
の
展
覧
会
は
、
開
店
か
ら
約
一
ケ
月

後
の
一
八
九
七
年
七
月
十
一
日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
展

で
あ
っ
た
。
そ
の
出
品
者
は
リ
ユ
イ
ス
・
ボ
ン
ニ
ン
　
（
L
－
u
i
s
B
O
n
n
｛
n
L
∞
↓
〕
・

－
買
主
、
リ
カ
ル
ド
・
カ
ナ
ル
ス
　
（
R
i
c
a
r
d
C
a
n
巴
s
L
∞
謡
⊥
諾
－
）
、
カ
ザ
ス
、

ア
ス
ペ
ル
ト
　
（
E
s
p
e
r
t
）
、
ジ
ユ
ア
キ
ン
‥
、
ヘ
ル
　
（
J
O
a
q
u
i
m
 
M
i
r
L
0
0
3
・

ー
澄
○
）
、
イ
ジ
ド
ラ
・
ノ
ネ
イ
（
I
s
i
d
r
e
N
O
n
e
u
L
∞
詔
⊥
讐
－
）
、
ピ
チ
ョ
ッ
ト
、

ウ
ト
リ
リ
ョ
、
ア
ベ
リ
・
ト
ウ
レ
ン
　
（
E
く
e
－
i
d
ロ
r
e
n
t
L
∞
謡
⊥
筐
○
）
　
そ
し
て

ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
で
あ
り
、
合
計
六
十
四
点
の
作
品
が
展
覧
さ
れ
た
。
本
展
の
た

め
に
は
、
『
ラ
ペ
ン
ス
』
　
誌
に
よ
っ
て
作
品
目
録
　
（
図
9
）
　
が
制
作
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
カ
ザ
ス
、
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
そ
し
て
ウ
ト
リ
リ
ョ

と
い
っ
た
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
の
中
枢
に
よ
る
作
品
数
の
多
さ
が
目
立
つ
が
、
彼
ら

に
影
響
を
受
け
た
よ
り
若
い
世
代
ボ
ン
ニ
ン
、
カ
ナ
ル
ス
、
ミ
ル
、
ノ
ネ
ィ
、

ピ
チ
ョ
ッ
ト
と
い
っ
た
画
家
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
　
「
四
匹
の
猫
」
　
で
の
グ
ル

ー
プ
展
そ
し
て
続
く
個
展
は
公
的
に
作
品
を
発
表
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
若
い
世
代
に
対
し
て
、
「
四
匹
の
猫
」
は
彼
ら
が
活
躍

す
る
場
や
、
作
品
が
よ
り
多
く
の
目
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
を
設
け
て
ゆ
く
。
そ

れ
は
例
え
ば
店
内
に
彼
ら
の
作
品
を
飾
る
こ
と
や
個
展
の
開
催
で
あ
り
、
そ
し

て
店
と
同
名
の
文
芸
誌
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
　
の
創
刊
で
あ
る
。
モ
デ
ル
ニ

ズ
ム
は
ポ
ス
タ
ー
、
本
の
装
丁
、
蔵
書
票
そ
し
て
豊
富
な
挿
絵
入
り
の
雑
誌
類

と
い
っ
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
の
領
域
に
活
性
化
を
も
た
ら
す
動
き
で
も

あ
っ
た
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
が
持
つ
見
る
者
に
訴
え
る
力
そ
し
て
メ

デ
ィ
ア
の
持
つ
効
果
を
見
逃
す
こ
と
な
く
、
「
四
匹
の
猫
」
　
で
も
カ
ザ
ス
に
よ

る
も
の
を
は
じ
め
と
し
て
す
ぐ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
が
制
作

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
度
制
作
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
ほ
と
ん
ど
変
更
さ
れ
る

こ
と
な
く
繰
り
返
し
別
の
機
会
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ひ
と
つ
の
図
案
を
あ
る
種
の
シ
ン
ボ
ル
・
マ
ー
ク
と
し
て

機
能
さ
せ
る
効
果
も
期
待
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
雑
誌
類
に
関
し
て

い
え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
　
『
イ
ス
パ
ニ
ア
　
（
ヒ
ス
パ
ニ
ア
）
』
誌
（
一
八
九
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九
年
1
一
九
〇
三
年
）
　
や
　
『
ル
ス
　
（
光
）
』
　
誌
な
ど
代
表
的
な
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム

の
雑
誌
が
す
で
に
い
く
つ
か
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て

『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
　
誌
は
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
誌
は
そ
の
創
刊
号

が
一
八
九
九
年
二
月
の
第
二
週
目
に
発
行
さ
れ
、
同
年
五
月
二
十
五
日
発
行
の

第
十
五
号
で
終
わ
り
を
告
げ
る
と
い
う
短
命
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
「
四
匹

の
猫
」
　
の
活
動
や
主
張
を
活
字
と
し
て
伝
え
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
そ

の
場
所
が
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
『
ク
ア
ト

ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
　
誌
を
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
理
解
の
上
で
も
重
要
な
も
の
と
し
て
見
て

ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

三
、
文
芸
誌
　
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』

『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
　
誌
で
は
、
そ
の
総
合
編
集
を
ロ
メ
ウ
、
記
事
編
集

を
ウ
ト
リ
リ
ョ
そ
し
て
デ
ザ
イ
ン
編
集
を
カ
ザ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い

る
。
そ
れ
は
ま
た
、
毎
号
全
四
ペ
ー
ジ
か
ら
な
る
小
冊
子
の
体
裁
で
も
っ
て
各

号
の
表
紙
は
ほ
ぼ
毎
回
異
な
る
画
家
の
挿
絵
で
飾
ら
れ
る
と
と
も
に
カ
ザ
ス
に

よ
る
「
四
匹
の
猫
」
　
の
マ
ー
ク
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
誌
面
に
は
創
刊

号
を
除
き
毎
号
ロ
メ
ウ
の
記
事
「
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
」
が
含
ま
れ
、
最
後
の

四
ペ
ー
ジ
目
に
は
　
「
四
匹
の
猫
」
　
で
行
わ
れ
る
人
形
劇
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
告
知
と

船
舶
業
者
の
商
業
広
告
を
掲
載
し
て
い
る
と
い
う
点
が
各
号
に
お
い
て
共
通
し

て
い
る
。
ま
た
印
刷
業
者
の
商
業
広
告
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
第
十

一
号
か
ら
「
四
匹
の
猫
」
　
の
広
告
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
誌
面
の
内
容

は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
や
ウ
ト
リ
リ
ョ
は
も
と
よ
り
マ
ラ

ガ
イ
、
エ
ウ
ジ
エ
二
・
ド
ル
ス
　
（
E
u
g
e
n
i
 
d
－
O
r
s
L
∞
讐
⊥
宗
全
、
ラ
モ
ン
・

レ
ベ
ン
ト
ス
　
（
R
a
m
O
n
 
R
e
く
e
n
t
訝
こ
∞
0
0
N
⊥
¢
N
u
）
、
ウ
ル
テ
ン
シ
・
グ
エ
イ

（
H
O
r
t
e
n
S
i
 
G
露
こ
こ
∞
謡
⊥
等
等
　
な
ど
も
寄
稿
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
ク
ア

ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
誌
は
美
術
や
文
学
に
ま
つ
わ
る
話
題
を
中
心
に
カ
タ
ル
ー
ニ

ヤ
合
唱
団
や
戯
曲
、
そ
し
て
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
主
義
や
政
治
家
マ
ヌ
エ
ル
・
ド
ウ

ラ
ン
・
イ
・
バ
ス
　
（
M
a
n
u
e
－
D
u
r
払
n
i
B
賢
二
∞
N
u
」
等
ゴ
　
に
関
す
る
も
の

な
ど
文
芸
に
と
ど
ま
ら
ず
広
く
同
時
代
の
時
事
に
目
を
向
け
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
　
【
表
2
】
。
ま
た
第
十
三
号
か
ら
第
十
五
号
に
か
け
て
は
、
「
四
匹
の
猫
」

で
の
人
形
劇
の
素
材
と
な
る
よ
う
な
作
品
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
募
集
告
知
を
掲
載

す
る
な
ど
、
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
　
誌
は
　
「
四
匹
の
猫
」
　
で
催
さ
れ
た
詩
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
の
受
賞
作
品
、
開
催
す
る
展
覧
会
の
画
家
を
取
り
上
げ
た
記
事

や
サ
ラ
・
パ
レ
ス
の
展
評
そ
し
て
常
連
客
の
近
状
報
告
な
ど
を
含
み
、
ま
さ
に

「
四
匹
の
猫
」
　
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
活
動
と
連
動
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
　
【
表
2
】
。

一
方
で
若
い
世
代
と
の
関
係
か
ら
み
れ
ば
、
表
紙
絵
で
は
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
、

カ
ザ
ス
、
リ
ケ
ー
ら
に
加
え
ピ
チ
ョ
ッ
ト
、
ノ
ネ
ィ
、
シ
ャ
ビ
ュ
ー
・
ゴ
ゼ
ー

（
舛
a
く
i
e
r
G
O
S
か
こ
∞
宗
⊥
讐
豊
　
や
ト
ウ
レ
ン
ら
も
手
が
け
て
お
り
、
「
四
匹
の

猫
」
　
に
お
い
て
個
展
を
開
催
し
た
若
い
世
代
の
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
の
登
用
も
み
と

め
ら
れ
る
。
ま
た
ピ
チ
ョ
ッ
ト
を
例
に
あ
げ
れ
ば
、
一
八
九
九
年
の
二
月
か
ら

三
月
に
か
け
て
　
「
四
匹
の
猫
」
　
で
行
わ
れ
た
こ
の
画
家
の
個
展
は
、
続
い
て
パ

リ
、
ベ
ル
リ
ン
そ
し
て
マ
ド
リ
ー
ド
へ
と
巡
回
し
、
結
果
的
に
そ
の
名
が
よ
り

知
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
前
年
、
ピ
チ
ョ
ッ
ト
は
ル
シ
ニ

ョ
ー
ル
の
著
作
　
『
日
々
の
雑
記
』
　
（
一
八
九
八
年
）
　
の
挿
絵
を
手
が
け
て
い
る

が
、
個
展
の
最
中
そ
の
挿
絵
と
と
も
に
ウ
ト
リ
リ
ョ
に
よ
る
ピ
チ
ョ
ッ
ト
に
つ

い
て
の
記
事
が
　
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
　
誌
第
三
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
加
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え
て
　
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
誌
に
お
い
て
ピ
チ
ョ
ッ
ト
は
、
表
紙
絵
の
他
に

第
三
、
六
、
十
号
に
も
挿
絵
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
同
誌
に
挿
絵
を
掲
載
し
た

者
の
う
ち
で
最
も
多
い
数
を
残
し
て
い
る
。

『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
誌
創
刊
の
目
的
の
中
に
は
、
第
一
号
の
ロ
メ
ウ
の

記
事
「
各
位
」
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
「
四
匹
の
猫
」
　
で
行
わ
れ
る
活
動
と
と

も
に
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
の
文
化
現
象
、
つ
ま
り
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
を
よ
り
公
に
広

め
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
文
脈
に
お
い
て
同
誌
は
、
独
自
で
モ
デ
ル
ニ
ズ

ム
の
普
及
を
展
開
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
当
時
刊
行
さ
れ
て
い
た
他

の
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
の
雑
誌
類
と
関
係
を
持
ち
つ
つ
行
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

例
え
ば
、
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
誌
の
創
刊
号
そ
し
て
第
二
、
五
号
で
は
一

八
九
九
年
一
月
に
ロ
メ
ウ
が
開
催
し
た
猫
を
主
題
と
し
た
文
学
作
品
コ
ン
テ

ス
ト
の
受
賞
作
品
群
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
員
と

し
て
　
『
ラ
ス
ケ
リ
ヤ
・
ダ
‥
フ
・
ト
ラ
ー
チ
ヤ
　
（
ト
ラ
ー
チ
ヤ
の
鐘
）
』
誌
と

『
イ
ス
パ
ニ
ア
』
誌
が
参
加
し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
こ
か
ら
は
、
「
四
匹
の
猫
」

お
よ
び
　
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
　
誌
と
、
そ
の
前
後
に
創
刊
さ
れ
た
他
の
モ

デ
ル
ニ
ズ
ム
の
雑
誌
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

先
に
触
れ
た
　
『
ル
ス
』
　
誌
　
（
一
八
九
七
年
十
一
月
十
五
日
－
一
八
九
八
年

十
二
月
第
五
週
目
）
　
は
、
ジ
ユ
ゼ
ッ
プ
・
M
・
ル
ビ
ラ
ル
タ
　
（
J
O
S
e
p
 
M

R
0
5
．
r
a
－
t
a
L
∞
筈
⊥
芸
○
）
　
と
リ
ケ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
発
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
　
「
近
代
芸
術
　
（
ア
ル
テ
・
モ
デ
ル
ノ
）
」
　
を
副
題
に
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ヴ
オ
ー
、
象
徴
主
義
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
雑
誌
　
『
ア
ー
ル
・
エ
・

デ
コ
ラ
シ
オ
ン
　
（
美
術
と
装
飾
）
』
　
誌
に
対
す
る
関
心
が
み
と
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
同
誌
の
寄
稿
者
に
は
　
「
四
匹
の
猫
」
　
の
常
連
客
や
　
『
ク
ア
ト

ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
　
誌
の
寄
稿
者
、
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
、
ウ
ト
リ
リ
ョ
、
ノ
ネ
イ
そ

し
て
作
曲
家
ジ
ユ
ア
ン
・
ガ
イ
　
（
J
O
a
n
 
G
a
y
L
∞
彗
⊥
∽
N
e
　
な
ど
が
名
を

連
ね
て
い
る
。
そ
し
て
、
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
の
　
『
日
々
の
雑
記
』
　
に
つ
い
て
、

ま
た
僅
か
な
が
ら
も
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
、
ノ
ネ
イ
た
ち
な
ど
個
人
に
焦
点
を
当

て
た
記
事
も
あ
り
、
な
か
に
は
　
「
四
匹
の
猫
」
自
体
に
つ
い
て
の
言
及
も
い

く
つ
か
み
ら
れ
る
。
加
え
て
　
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
　
誌
と
の
関
係
に
お
い

て
は
、
同
誌
第
三
号
に
　
『
ル
ス
』
　
誌
で
す
で
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
ア
ン
リ

ク
・
ダ
・
フ
エ
ン
タ
ス
　
（
E
n
r
i
c
h
 
d
e
『
u
e
n
t
e
s
L
票
サ
ー
警
吏
　
の
　
「
人
形

劇
に
つ
い
て
」
　
が
再
録
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
ベ
ル
ギ
ー
の
象
徴
主
義
者
エ

ミ
ー
ル
・
ヴ
エ
ル
ハ
ー
レ
ン
　
（
E
m
i
－
e
J
訂
r
h
a
e
r
e
n
∵
忘
申
望
－
空
色
　
に
よ
る

著
作
　
『
黒
い
ス
ペ
イ
ン
』
　
（
一
八
九
九
年
）
　
が
ダ
リ
オ
・
デ
・
レ
ゴ
ヨ
ス

（
D
a
r
八
〇
d
e
R
e
g
O
y
O
S
L
∞
当
⊥
芝
盟
　
の
挿
絵
と
と
も
に
　
『
ル
ス
』
誌
第
八

号
　
（
一
八
九
八
年
十
二
月
第
一
週
目
）
　
か
ら
最
終
号
の
第
十
二
号
　
（
一
八
九

八
年
十
二
月
第
五
週
目
）
　
ま
で
連
載
さ
れ
て
い
る
が
、
同
著
作
は
ま
た
　
『
ク

ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
　
誌
第
四
号
で
レ
ゴ
ヨ
ス
に
よ
る
異
な
る
挿
絵
を
用
い
て

記
事
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
オ
ー
の
要
素
が
強
い
　
『
ル
ス
』
　
誌
と
比
べ
る
と
　
『
ク
ア

ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
　
誌
の
方
が
そ
の
点
は
薄
ま
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
前
述
の

よ
う
に
両
者
の
性
格
そ
し
て
関
係
者
に
は
共
通
点
が
み
ら
れ
る
。
一
方
で

『
ル
ス
』
誌
が
休
刊
し
た
約
二
カ
月
後
、
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
誌
は
創
刊

す
る
の
だ
が
、
さ
ら
に
そ
の
　
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
　
誌
を
継
承
す
る
か
た

ち
で
一
八
九
九
年
六
月
三
日
に
創
刊
さ
れ
た
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
の
雑
誌
に
　
『
ベ

ル
・
イ
・
プ
ロ
マ
　
（
毛
と
羽
）
』
　
誌
が
あ
る
。
こ
の
　
『
ベ
ル
・
イ
・
プ
ロ
マ
』

誌
も
ま
た
記
事
編
集
を
ウ
ト
リ
リ
ョ
が
、
デ
ザ
イ
ン
編
集
を
カ
ザ
ス
が
手
が

け
る
と
い
う
　
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
　
誌
の
母
体
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
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が
、
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
　
誌
よ
り
も
さ
ら
に
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
オ
ー
の
要

素
か
ら
離
れ
た
自
然
主
義
的
傾
向
を
み
せ
、
ま
た
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
の
挿
絵
を

よ
り
豊
富
に
掲
載
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
み
と
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
　
『
ル

ス
』
　
誌
や
　
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
　
誌
よ
り
も
さ
ら
に
パ
リ
に
関
す
る
記
事

が
充
実
し
て
お
り
、
ま
た
初
期
に
は
例
え
ば
リ
ケ
ー
、
ミ
ル
な
ど
個
人
を
取

り
上
げ
カ
ザ
ス
に
よ
る
肖
像
デ
ツ
ザ
ン
と
と
も
に
そ
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
採
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
の
紹
介
に
も
積
極
的
に
努
め
た
も
の
で

も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
創
刊
号
か
ら
　
「
四
匹
の
猫
」
　
の
人
形
劇
の
広
告
が
カ
ザ

ス
の
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
第
二
号
　
（
一
八
九
九
年
六
月

十
日
）
　
か
ら
は
　
『
ベ
ル
・
イ
・
プ
ロ
マ
』
　
誌
の
契
約
購
買
者
の
リ
ス
ト
に

「
四
匹
の
猫
」
　
の
名
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
万
、
一
九
〇
〇
年
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
　
『
ジ
エ
ベ
ン
ト
ウ
ツ
ト
　
（
若
さ
）
』

誌
　
（
一
九
〇
〇
年
－
一
九
〇
六
年
）
、
『
ラ
・
イ
ル
ス
ト
ラ
シ
オ
・
リ
ヤ
ヴ
ァ
ン

テ
ィ
ー
ナ
　
（
東
方
図
鑑
）
』
　
誌
　
（
一
九
〇
〇
年
－
一
九
〇
一
年
）
　
な
ど
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ヴ
オ
ー
の
性
格
の
強
い
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
雑
誌
が
次
々
と
創
刊
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
他
方
に
お
い
て
　
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
　
誌
が
購
買

者
を
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
内
と
外
に
向
け
て
呼
び
か
け
て
い
た
よ
う
に
、
モ
デ
ル
ニ

ズ
ム
を
バ
ル
セ
ロ
ナ
あ
る
い
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
に
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
な
く
よ

り
広
く
認
知
さ
せ
る
こ
と
へ
の
意
識
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
目
的
の

下
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
な
く
マ
ド
リ
ー
ド
で
創
刊
さ
れ
た
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
の
雑

誌
も
存
在
す
る
。
そ
の
雑
誌
　
『
ア
ル
テ
・
ホ
ベ
ン
　
（
若
い
芸
術
）
』
　
誌
は
、
一

九

〇

一

年

三

月

十

日

に

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

・

デ

・

ア

シ

ス

・

ソ

レ

ー

ル

（
守
a
n
c
i
s
c
O
d
e
A
s
訂
S
O
－
e
r
）
　
の
資
金
提
供
に
よ
っ
て
準
備
号
が
創
刊
さ
れ

た
。
そ
こ
で
は
記
事
編
集
を
ソ
レ
ー
ル
、
デ
ザ
イ
ン
編
集
を
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ

（
P
a
b
－
O
 
P
i
c
a
s
s
O
L
∞
∞
】
⊥
当
山
）
　
が
行
い
、
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
を
マ
ド
リ
ー
ド
で

紹
介
す
る
こ
と
が
目
的
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
誌
で
は

直
接
「
四
匹
の
猫
」
　
に
言
及
し
た
記
事
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
、
毎
号
最
後

の
ペ
ー
ジ
に
　
「
四
匹
の
猫
」
　
の
広
告
　
（
図
5
）
　
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
準
備
号

に
は
ル
シ
こ
ョ
ー
ル
の
記
事
が
、
ま
た
第
一
号
で
は
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
の
特
集
も

組
ま
れ
て
い
る
。
反
対
に
、
『
ベ
ル
・
イ
・
プ
ロ
マ
』
　
誌
第
七
十
二
号
　
（
一
九

〇
一
年
三
月
十
五
日
）
で
は
、
マ
ド
リ
ー
ド
の
ピ
カ
ソ
と
『
ア
ル
テ
・
ホ
ベ
ン
』

誌
の
刊
行
に
つ
い
て
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

以
上
に
あ
げ
た
雑
誌
群
は
、
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
　
誌
ほ
ど
で
は
な
い
も

の
の
比
較
的
短
命
な
も
の
が
多
い
。
ま
た
一
方
で
そ
れ
ら
は
完
全
に
独
立
し
た

も
の
と
は
い
い
が
た
く
む
し
ろ
各
々
が
お
互
い
に
記
事
と
し
て
取
り
上
げ
合

い
、
共
通
し
た
性
格
や
寄
稿
者
を
持
つ
な
ど
何
ら
か
の
形
で
関
係
を
築
き
合
い

連
携
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
情
報
お
よ
び
思
想
の
活
字
化
や
イ
メ
ー

ジ
を
複
製
し
流
通
す
る
こ
と
が
可
能
な
雑
誌
と
い
う
媒
体
は
、
美
術
の
み
な
ら

ず
音
楽
、
芝
居
、
文
学
そ
し
て
政
治
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
を
横
断
す
る
モ
デ
ル

ニ
ズ
ム
の
姿
を
よ
り
よ
く
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
最
適
な
手
段
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
が
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
と
い
う
地
方
固
有

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
再
確
認
を
伴
う
運
動
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ

ば
、
個
別
の
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
の
雑
誌
が
相
互
に
共
鳴
し
、
何
ら
か
の
繋
が
り
を

保
ち
な
が
ら
包
括
的
に
　
「
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
」
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
成

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
自
然
な
姿
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
風
潮

の
中
、
極
め
て
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
オ
ー
や
象
徴
主
義
的
で
あ
る
　
『
ル
ス
』
　
誌
と

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
オ
ー
の
装
飾
的
要
素
か
ら
距
離
を
置
き
、
よ
り
ロ
ー
ト
レ
ッ

ク
や
ス
タ
ン
ラ
ン
に
負
う
自
然
主
義
的
傾
向
を
み
せ
る
『
ベ
ル
・
イ
・
プ
ロ
マ
』
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誌
と
の
狭
間
に
あ
っ
て
、
双
方
に
関
わ
り
の
あ
っ
た
「
四
匹
の
猫
」
と
　
『
ク
ア

ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
誌
は
、
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
が
そ
の
有
様
を
移
行
し
て
ゆ
く
渦
中

に
お
い
て
ま
さ
に
中
心
的
な
場
で
あ
り
、
中
継
地
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。

結
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
ス
ペ
イ
ン
、
カ
タ

ル
ー
ニ
ヤ
地
方
を
中
心
に
高
ま
り
を
み
せ
た
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
の
運
動
と
と
り
わ

け
そ
の
中
心
と
な
っ
た
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
居
酒
屋
「
四
匹
の
猫
」
、
そ
し
て
そ
こ

に
集
う
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
た
ち
の
活
動
を
み
て
き
た
。
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
が
ピ
レ
ネ

ー
山
脈
の
向
こ
う
側
、
特
に
パ
リ
か
ら
最
新
の
芸
術
動
向
を
輸
入
す
る
こ
と
へ

の
関
心
と
同
時
に
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
固
有
の
伝
統
を
見
直
そ
う
と
い
う
風
潮
の
中

に
起
こ
る
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
広
が
り
を
も
つ
動
き
な
ら
ば
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル

の
キ
ャ
バ
レ
ー
「
黒
猫
」
を
受
け
継
ぐ
形
で
開
店
し
、
美
術
の
み
な
ら
ず
、
文

学
、
演
劇
、
音
楽
そ
し
て
表
面
的
で
は
な
い
に
せ
よ
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
主
義
運
動

と
い
っ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
た
　
「
四
匹
の
猫
」
　
は
ま
さ
に
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
を

具
現
化
す
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
　
「
四
匹
の
猫
」
お
よ

び
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
の
活
動
普
及
の
た
め
に
発
行
さ
れ
た
文
芸
誌
『
ク
ア
ト
ラ
・

ガ
ッ
ツ
』
　
に
も
同
様
の
点
が
み
と
め
ら
れ
る
。
加
え
て
、
「
四
匹
の
猫
」
と
同

誌
を
他
の
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
雑
誌
と
の
相
互
関
係
の
中
に
見
て
み
る
と
、
モ
デ
ル

ニ
ス
タ
が
雑
誌
と
い
う
媒
体
を
介
し
て
あ
た
か
も
エ
ー
ル
交
換
の
よ
う
に
共
鳴

し
合
い
、
そ
れ
が
お
互
い
に
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
、
つ
ま
り
同
士
で
あ
る
こ
と
の
連

帯
感
の
強
化
へ
も
繋
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
の
作
品
（
図
1
）
に
再
び
立
ち
返
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
パ
リ
、

モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
カ
フ
ェ
を
背
景
と
し
て
い
る
も
の
の
措
か
れ
て
い
る
人
物
た
ち

は
、
手
前
は
カ
ザ
ス
、
後
景
で
新
聞
を
手
に
す
る
の
は
ウ
ト
リ
リ
ョ
そ
し
て
そ
の

左
に
は
ク
ラ
ラ
ソ
と
い
っ
た
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
の
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
た
ち
で
あ
る
。
こ

の
作
品
は
先
述
し
た
一
八
九
〇
年
の
サ
ラ
・
パ
レ
ス
で
の
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
同
展
に
出
品
さ
れ
た
作
品
に
は
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
と
カ
ザ
ス
の
共

同
制
作
に
よ
る
手
前
に
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
、
後
景
に
カ
ザ
ス
が
描
か
れ
た
《
お
互
い

に
措
く
》
（
図
1

0
）
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
が
自

身
や
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
た
ち
を
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
の
様
式
で
も
っ
て
表
現
す
る
と
い
う

試
み
は
、
「
四
匹
の
猫
」
に
飾
ら
れ
た
カ
ザ
ス
に
よ
る
大
型
の
二
作
品
に
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
一
九
〇
〇
年
二
月
に
「
四
匹
の
猫
」
で
行
わ
れ

た
ピ
カ
ソ
自
身
の
初
個
展
に
は
数
点
の
油
彩
画
と
一
五
〇
点
あ
ま
り
の
デ
ッ
サ
ン

が
展
覧
さ
れ
、
そ
の
大
部
分
が
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
を
中
心
に
彼
の
周
囲
に
い
る
人
々

を
措
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ピ
カ
ソ
の
姿
勢
は
前
年
の
十
月
二
十
六

日
か
ら
『
ベ
ル
・
イ
・
プ
ロ
マ
』
誌
の
主
催
で
サ
ラ
・
パ
レ
ス
に
て
開
催
さ
れ
た

カ
ザ
ス
の
個
展
（
図
日
A
・
B
）
に
影
響
を
受
け
て
の
こ
と
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
そ
れ
ゆ
え
の
み
な
ら
ず
ま
た
ピ
カ
ソ
の
個
展
の
み
な
ら
ず
「
四
匹
の
猫
」
の

室
内
装
飾
に
も
い
え
る
よ
う
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
に
関
わ
る
者
が
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
を
描

き
そ
れ
を
展
覧
あ
る
い
は
飾
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う

環
境
の
基
底
に
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
同
士
の
連
帯
感
の
表
明
あ
る
い
は
連
帯
を
形
成
し

た
い
と
い
う
欲
求
を
見
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
モ
デ
ル
ニ

ズ
ム
の
雑
誌
面
上
に
お
い
て
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
の
活
動
と
そ
の
個
人
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

を
採
択
す
る
こ
と
も
ま
た
、
た
だ
た
ん
に
自
分
た
ち
の
活
動
を
紹
介
す
る
に
と
ど

ま
ら
ず
、
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
同
士
の
仲
間
意
識
の
強
化
・
確
認
に
も
繋
が
っ
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
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本
稿
で
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
　
「
四
匹
の
猫
」
を
中
心
に
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
の
、
そ

の
一
端
を
見
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
た
ち
の
多
く
が
異
国
の
地
パ

リ
を
訪
れ
、
少
な
か
ら
ず
と
も
同
地
に
と
ど
ま
り
生
活
を
す
る
中
で
ど
の
よ
う

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
点
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、

彼
ら
が
い
か
よ
う
に
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
上
げ
て
い
っ
た
の
か
そ
し

て
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
よ
り
精
査
し
て
ゆ
く
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
1
）
　
閉
幕
は
同
年
十
二
月
三
十
一
日
で
あ
る
。

（
2
）
一
八
八
八
年
バ
ル
セ
ロ
ナ
万
博
に
つ
い
て
G
だ
r
U
（
R
a
m
O
n
）
ゝ
ひ
p
E
Z
（
M
a
r
i
n
a
）
e
d
．
〉

さ
、
ミ
壬
、
こ
「
、
、
、
＝
・
、
・
…
、
千
、
㌢
…
・
、
ミ
…
二
ミ
ミ
・
‥
し
こ
＝
ミ
ニ
…
、
・
∴
；
壬
こ
き
・
r

B
a
r
c
e
－
O
n
a
L
宗
野

（
3
）
　
「
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
　
（
ム
ダ
ル
ニ
ス
マ
）
」
と
い
う
言
葉
が
最
初
に
登
場
し
た
の
は
一
八
八

四
年
一
月
十
五
日
　
『
ラ
ペ
ン
ス
　
（
進
歩
）
』
　
誌
上
で
あ
る
。
こ
の
用
語
に
つ
い
て
は

呂
A
R
F
P
ワ
勺
ぺ
（
J
O
a
n
L
－
u
E
u
A
童
采
首
的
計
～
旨
ざ
計
r
己
的
ヨ
e
〉
B
a
r
c
e
－
O
n
a
L
笥
P

（
4
）
　
巨
に
r
e
F
F
（
J
O
a
n
A
．
）
〉
h
訂
監
守
計
軋
∑
白
的
已
Q
b
P
鼠
的
〉
B
a
r
c
e
－
O
n
a
L
当
ひ
も
p
・
余
・
誌
・
い

F
O
N
T
B
O
N
A
（
守
P
n
C
e
S
C
）
㌔
守
O
m
t
h
e
S
a
－
a
P
a
r
訂
t
O
t
h
e
p
ユ
U
O
f
t
h
e
S
－
u
m
s
ま
a

E
－
s
Q
u
a
t
r
e
G
a
t
s
－
）
〉
巨
岩
S
T
E
R
D
と
声
h
F
 
n
g
－
出
弓
C
巴
S
P
h
宍
序
言
－
S
e
p
t
e
m
b
e
r

N
茎
Y
N
O
J
S
u
P
童
N
0
0
∞
〉
く
賀
G
O
等
M
u
s
e
u
m
）
B
2
S
S
e
－
s
L
0
0
↓
も
p
・
－
N
平
台
・
サ
ラ
・

パ
レ
ス
　
（
S
a
－
a
P
a
r
訂
）
　
は
ジ
ユ
ア
ン
・
B
・
パ
レ
ス
　
（
J
O
賀
B
一
P
巴
嵐
S
）
　
が
旧
市
街
に

開
設
し
た
バ
ル
セ
ロ
ナ
初
の
商
業
画
廊
で
あ
る
。
も
と
も
と
一
八
四
〇
年
に
画
材
屋
と
し

て
出
発
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
八
七
七
年
か
ら
そ
の
一
角
を
画
廊
と
し
た
。
そ
し
て
そ

こ
は
、
モ
デ
ル
ニ
ズ
ム
絵
画
の
普
及
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

（
5
）
　
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
は
絵
画
五
十
点
、
カ
ザ
ス
は
絵
画
三
十
六
点
、
ク
ラ
ラ
ソ
は
彫
刻
十
三
点

を
出
品
し
た
合
計
九
十
九
点
に
よ
る
展
覧
会
で
あ
っ
た
。

（
6
）
カ
ザ
ス
は
一
八
八
一
年
、
最
初
に
パ
リ
を
訪
れ
カ
ル
ロ
ス
＝
デ
ユ
ラ
ン
（
C
a
↑
0
－
u
s
・

D
u
r
a
n
）
の
ア
ト
リ
エ
に
学
ん
だ
。
一
八
八
二
年
に
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
は
ク
ラ
ラ
ソ
を
介
し

て
カ
ザ
ス
と
知
り
合
う
。
一
方
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
の
最
初
の
パ
リ
訪
問
は
一
八
八
六
年
の
新

婚
旅
行
で
あ
っ
た
が
本
格
的
な
パ
リ
滞
在
は
一
八
八
九
年
九
月
か
ら
と
な
り
、
モ
ン
マ
ル

ト
ル
の
オ
テ
ル
・
ド
・
ブ
リ
ユ
ク
セ
ル
に
三
ケ
月
ほ
ど
滞
在
し
た
後
、
ク
ラ
ラ
ソ
や
ミ
ケ

ル
・
ウ
ト
リ
リ
ョ
（
M
i
q
u
e
－
U
t
r
i
E
O
）
ら
と
共
同
生
活
を
行
っ
た
。
ま
た
ル
シ
ニ
ョ
ー

ル
と
ウ
ト
リ
リ
ョ
は
パ
リ
滞
在
中
に
同
地
の
様
子
を
綴
っ
た
記
事
を
『
ラ
・
バ
ン
グ
ア
ル

デ
ィ
ア
（
前
衛
）
』
紙
へ
寄
稿
し
て
い
る
。

（
7
）
一
種
の
「
パ
リ
詣
で
」
と
も
い
え
る
こ
の
風
潮
は
、
後
に
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
（
P
a
b
】
O

P
i
c
a
s
s
O
）
の
秘
書
と
な
る
ジ
ャ
ウ
マ
・
サ
バ
ル
テ
ス
（
J
a
u
m
e
S
a
b
a
r
t
訂
）
の
次
の
言

葉
が
端
的
に
伝
え
て
く
れ
る
。

「
パ
リ
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
あ
る
。
だ
が
、
ピ
カ
ソ
は
ま
だ
ピ
レ
ネ
ー
さ
え
越
え

て
は
い
な
か
っ
た
。
私
た
ち
は
北
方
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
む
し
ば
ま
れ
た
空
気
を
吸
っ
て

い
た
。
た
だ
唯
一
重
要
な
も
の
は
パ
リ
の
流
行
だ
っ
た
ん
だ
」
。
S
A
B
A
R
T
外
S

（
J
a
i
m
e
）
〉
勺
訂
e
詮
㌧
b
q
a
r
已
冴
乳
等
§
S
h
r
∽
〉
P
P
ユ
s
L
稟
声
p
p
．
舎
・
巴
．
（
ジ
ュ
ー
ム
・

サ
バ
ル
テ
益
田
義
信
訳
『
親
友
ピ
カ
ソ
』
美
術
出
版
、
一
九
五
〇
年
、
七
十
二
頁
。
）

（
8
）
C
A
S
E
L
L
A
S
（
R
a
i
m
O
n
）
㌦
B
e
〓
a
s
a
r
t
e
s
．
L
a
e
舛
p
O
S
i
c
i
か
n
d
e
S
i
エ
e
s
∵
ト
白

岩
長
官
弓
註
ヂ
崇
d
e
a
g
O
S
t
O
d
e
－
∞
篭
．

（
9
）
「
カ
ウ
・
フ
ァ
ラ
ッ
ト
」
の
名
前
の
由
来
は
、
も
と
も
と
一
八
八
七
年
か
ら
ル
シ
ニ
ョ

ー
ル
が
ク
ラ
ラ
ソ
と
共
同
で
使
用
し
て
い
た
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
ム
ン
タ
ネ
ー
通
り
に
あ
る

ア
ト
リ
エ
の
名
「
鉄
の
隠
れ
家
」
に
由
来
す
る
。
そ
こ
に
は
ル
シ
こ
ョ
ー
ル
が
集
め
て

い
た
鉄
製
品
が
置
か
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
こ
は
知
識
人
や
芸
術
家
た
ち
の
溜
ま
り
場
と

も
な
っ
て
い
た
。

（
10
）
『
ラ
ペ
ン
ス
』
誌
は
外
国
の
著
名
な
戯
曲
を
上
演
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
の

劇
場
再
生
を
図
り
、
か
つ
そ
の
よ
う
な
戯
曲
の
翻
訳
を
推
進
す
る
こ
と
で
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ

語
の
一
般
化
に
力
を
注
い
だ
。

（
1
1
）
現
在
の
カ
ウ
・
フ
ァ
ラ
ッ
ト
美
術
館
の
姿
が
そ
れ
で
あ
り
、
同
館
が
美
術
館
と
な
っ
た
の

は
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
の
死
後
、
一
九
三
三
年
四
月
十
六
日
で
あ
る
。
カ
ウ
・
フ
ァ
ラ
ッ
ト
は
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二
階
建
て
で
、
一
階
が
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
の
生
活
の
場
と
し
て
、
二
階
の
大
部
屋
は
主
に
蒐

集
品
の
展
示
室
と
し
て
、
ま
た
様
々
な
催
し
の
会
場
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

（
ほ
）
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
が
一
八
九
四
年
春
に
バ
ス
ク
出
身
の
画
家
イ
グ
ナ
シ

オ
・
ス
ロ
ア
ー
ガ
（
－
叫
ロ
a
C
i
O
Z
u
－
O
a
g
a
）
を
介
し
て
パ
リ
で
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
3
）
C
A
S
A
C
U
B
E
R
T
A
（
M
a
r
g
a
r
i
d
a
）
㌦
L
u
－
n
t
e
T
－
e
c
t
u
a
－
m
O
d
e
r
n
i
s
t
a
〉

3
S
I
T
G
E
S
〉

出
打
・
C
已
・
知
監
町
き
㌣
計
宍
0
3
馬
阜
N
－
d
｝
O
C
t
u
b
r
？
〕
O
d
e
n
O
諾
m
b
r
e
d
e
N
0
0
の
V
M
e
r
c
a
t

く
e
E
d
e
S
i
t
g
e
s
e
t
c
．
｝
S
i
t
g
e
s
〉
N
0
0
の
〉
p
p
．
－
∞
甲
N
G
．

（
＝
ご
「
花
の
宴
」
は
中
世
に
起
源
を
持
つ
文
芸
の
競
技
で
あ
り
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
語
復
興
の
気

運
に
伴
い
一
八
五
九
年
か
ら
再
開
さ
れ
て
い
た
。

（
1
5
）
L
苫
温
む
さ
き
計
r
已
監
Q
軋
乳
C
Q
g
和
げ
r
「
已
〉
B
a
r
c
e
－
O
n
a
L
怒
崇
－
憲
○
）
．

（
1
6
）
れ
n
L
a
h
訂
s
t
a
a
r
t
i
s
t
i
c
a
d
e
S
i
t
g
e
s
〉
∵
ト
白
岩
3
g
g
a
ざ
ー
か
d
e
許
b
r
e
r
O
d
e
－
等
り

（
1
7
）
内
容
は
ジ
エ
ア
キ
ム
二
一
ン
（
J
O
a
q
u
F
N
i
n
）
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
イ
グ
ナ
ジ
・
イ

グ
レ
ジ
ア
ス
（
－
g
u
n
a
s
i
I
g
－
e
s
i
a
s
）
の
詩
二
編
と
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
に
よ
る
オ
ペ
ラ
『
過

ぎ
去
り
し
喜
び
』
（
一
八
九
八
年
）
が
上
演
さ
れ
た
。

（
1
8
）
「
黒
猫
」
は
ロ
ド
ル
フ
・
サ
リ
（
R
O
d
O
－
p
h
e
S
a
－
i
s
）
に
よ
っ
て
一
八
八
一
年
か
ら
一
八

九
七
年
三
月
十
七
日
ま
で
開
店
し
て
い
た
。

（
1
9
）
E
－
C
A
出
A
L
P
E
R
O
M
I
C
I
F
U
Z
㌦
E
－
s
l
く
G
a
t
s
一
A
－
g
e
n
t
i
－
g
m
b
r
e
t
a
b
e
r
n
e
r
O

R
O
d
0
1
才
d
e
S
a
－
i
s
〉
S
e
訪
b
r
d
e
C
h
a
t
n
O
i
ま
E
e
u
C
a
b
a
l
－
e
r
O
d
e
－
a
B
u
t
t
e
S
a
c
r
紆
｝

C
a
p
i
t
許
d
e
t
e
r
C
i
O
S
b
O
h
e
m
i
O
S
〉
e
t
C
㌦
∴
ト
ヲ
岩
意
苫
e
料
菌
－
d
e
j
u
－
i
O
d
e
－
∞
雪
．
「
黒

猫
」
か
ら
「
四
匹
の
猫
」
へ
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
M
E
N
D
O
Z
A
（
C
r
i
s
t
i
n
a
）
㌦
L
e

C
F
a
t
N
O
i
r
e
t
E
－
s
Q
u
a
t
r
e
G
a
t
s
了
P
A
R
I
S
）
的
声
C
已
．
1
℃
弓
訂
短
日
r
C
已
S
や
札
内

G
D
g
無
か
竜
N
r
P
∽
O
C
t
O
b
r
e
N
0
0
T
E
j
a
n
5
．
e
r
N
0
0
N
〉
G
a
－
e
r
i
e
s
n
a
t
i
O
n
a
－
e
s
d
u

G
r
a
n
d
P
a
－
a
i
s
V
N
∞
訣
く
r
i
e
r
・
N
の
m
a
i
N
0
0
N
V
B
a
r
c
e
－
O
n
e
〉
M
u
s
e
u
P
i
c
a
s
s
O
〉
P
a
r
i
s
）

N
0
0
r
p
p
．
－
や
甲
N
G
．

（
州
こ
そ
の
他
バ
ル
セ
ロ
ナ
商
工
会
議
所
会
頭
マ
ヌ
エ
ル
・
ジ
ロ
ー
ナ
（
M
a
ロ
u
e
－
G
i
r
O
n
a
）
や

企
業
家
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ア
ル
デ
ニ
ス
（
M
a
t
i
e
s
A
r
d
e
n
i
z
）
の
経
済
的
援
助
に
よ
る
と

こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
。
ま
た
、
「
四
匹
の
猫
」
に
は
「
ご
く
わ
ず
か
な
人
数
」
と
い
う
意

味
も
あ
る
。

（
2
1
）
「
四
匹
の
猫
」
の
活
動
に
つ
い
て
J
A
R
D
－
C
A
S
A
N
Y
（
E
n
r
i
c
）
｝
祇
訂
註
r
訂
軋
e
e
訂

琶
§
誉
g
已
功
V
B
a
r
c
2
－
O
n
a
L
笥
N
．
”
M
c
C
U
L
L
Y
（
M
a
r
i
－
y
n
）
－
N
E
W
J
E
R
S
E
Y
L
F

C
已
．
－
聖
仇
の
g
已
r
e
n
已
払
．
A
「
エ
コ
出
弓
C
已
S
P
彗
〇
g
芦
丸
山
篭
Q
〉
N
り
J
a
n
u
a
r
y
・
N
の

M
a
r
c
h
－
笥
∞
〉
T
h
e
L
F
t
M
u
s
e
u
m
O
f
P
ユ
n
c
e
t
O
n
U
n
i
＜
e
r
S
i
t
y
L
A
A
p
r
i
－
・
N
の
J
u
n
e
リ

ー
等
0
0
〉
W
a
s
h
i
n
g
t
O
n
D
．
C
．
｝
H
i
r
s
h
h
O
r
n
M
u
s
e
u
m
a
n
d
S
c
u
－
p
t
u
r
e
G
a
r
d
e
n
〉

S
m
i
t
h
s
O
n
i
a
n
－
n
s
t
i
t
u
t
i
O
n
〉
N
e
w
J
e
r
s
e
y
L
笥
㌘
P
A
L
A
U
I
F
A
B
R
E
（
J
O
S
e
p
）
u

b
ぎ
諾
宍
＝
旨
蒜
三
二
が
漂
声
」
淫
毒
し
B
a
r
c
e
－
O
n
a
L
謡
〇
．
（
パ
ラ
ウ
・
イ
・
フ
ァ
プ
レ
（
ジ

ユ
ゼ
ッ
プ
）
、
大
高
保
二
郎
、
永
澤
峻
訳
『
不
滅
の
ピ
カ
ソ
ー
∞
0
0
こ
害
畠
平
凡
社
、

一
九
八
三
年
、
一
二
六
1
二
九
、
一
五
七
－
六
〇
頁
。
）
…
D
O
オ
A
T
E
（
M
e
r
c
乎
㌦
A
r
t

A
c
t
i
ま
t
y
a
n
d
E
－
s
Q
u
a
t
r
e
G
a
t
s
〉

3
B
か
知
C
E
L
O
N
A
〉
向
声
C
已
．
1
℃
訂
巳
等
已
無
恥

心
n
已
功
－
叫
が
e
内
弓
首
等
弓
的
ぎ
づ
§
苧
阜
叫
訂
・
9
ミ
琶
導
出
弓
C
乳
〇
、
6
〉
N
O
く
e
m
b
e
】
こ
慧
乎

『
e
b
2
a
r
y
－
浩
声
M
u
s
e
u
P
i
c
a
s
s
O
u
T
O
r
O
n
t
ク
ー
浩
声
p
p
．
N
N
甲
賀
∴
B
b
白
C
E
L
O
N
A
｝

内
P
C
已
．
－
8
g
已
「
q
g
已
功
㌧
計
C
e
喜
：
㍗
3
g
変
声
∴
d
e
j
已
i
？
A
d
e
s
e
p
t
i
e
m
b
r
e
d
e

N
0
0
㌢
M
u
s
e
O
D
i
O
C
e
S
a
n
O
d
e
B
a
r
c
e
－
O
n
a
｝
0
0
d
e
S
e
p
t
i
e
m
b
r
e
・
N
u
d
u
O
C
t
u
b
r
e
d
e

N
0
0
ひ
）
M
u
s
e
O
d
e
P
J
t
e
M
O
d
e
r
n
O
d
e
T
a
r
r
a
g
O
n
a
〉
B
a
r
c
e
－
O
n
a
L
0
0
㌢

（
2
2
〇
二
作
品
は
後
に
『
ベ
ル
・
イ
・
プ
ロ
マ
』
誌
に
掲
載
さ
れ
、
そ
こ
に
は
「
十
九
世
紀
の
終

わ
り
と
二
十
世
紀
の
始
ま
り
」
と
い
う
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
も
こ
れ
ら
の

作
品
が
、
当
時
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
か
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。
七
巴
か

七
訂
ヨ
ヂ
n
F
m
恵
こ
u
－
i
O
－
d
e
－
茎
r
p
p
．
悪
・
票
．
い
M
E
N
D
O
Z
A
（
C
r
i
s
t
i
n
a
）
㌦
Q
u
a
t
r
e

G
a
t
s
a
n
d
t
F
e
O
r
i
乳
n
s
O
f
P
i
c
a
s
s
O
が
C
a
r
e
e
r
了
O
H
－
○
）
出
打
．
C
已
．
－
如
弓
C
巴
芸
Q

S
㌣
罫
を
言
古
こ
ぎ
軍
眉
n
g
恵
三
署
員
寧
註
二
〇
c
t
O
b
e
r
N
0
0
？
↓
J
a
n
u
a
r
y

N
0
0
↓
｝
T
h
e
C
－
e
く
e
－
a
n
d
M
u
s
e
u
m
O
f
A
r
t
L
M
a
r
c
h
・
〕
J
u
n
e
N
0
0
↓
〉
T
h
e

M
e
t
r
O
p
O
－
i
t
a
n
M
u
s
e
u
m
O
f
p
1
t
V
N
e
w
H
a
く
e
n
a
n
d
L
O
n
d
O
n
）
N
0
0
か
ら
p
・
誓
・
0
0
N
・

（
警
図
録
の
表
紙
に
は
カ
ザ
ス
が
手
が
け
た
ロ
メ
ウ
と
四
匹
の
猫
に
よ
る
図
柄
が
あ
り
、
こ
れ

は
「
四
匹
の
猫
」
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、
レ
タ
ー
ヘ
ッ
ド
、
招
待
状
そ
し
て
『
ク

ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
誌
の
表
紙
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
た
。

（
雨
空
T
R
E
N
C
B
と
L
L
E
S
T
E
R
（
E
－
i
語
u
）
㌦
G
r
a
p
h
i
c
p
【
t
S
i
n
C
a
t
a
－
O
n
i
a
L
0
0
笠
⊥
浩
の
了

ご
ニ
ウ
ニ
三
⊥
ノ
・
、
へ
・
一
・
二
．
ミ
‥
、
、
＝
…
二
号
、
こ
、
こ
、
さ
・
、
こ
…
■
⊇
■
エ
ゴ
．
＝
…
、
、
、
、
1
－
一
、
・
、
7
ン
・
1
・

121



】
警
扇
－
A
N
O
く
e
m
b
e
r
－
諾
い
・
N
u
F
e
b
r
u
a
r
y
－
悪
声
H
a
当
宅
a
r
d
G
a
E
e
r
y
〉
L
O
n
d
O
n
〉

－
諾
い
〉
p
p
．
N
皇
・
u
N
∴
T
R
E
N
C
（
E
－
i
s
e
u
）
㌦
M
O
d
e
r
n
i
s
t
a
I
E
u
s
t
r
a
t
e
d
M
a
g
a
Z
i
n
e
s
了

O
H
I
O
〉
名
．
C
れ
r
N
0
0
の
も
p
．
巴
・
雪
．

（
2
5
）
「
四
匹
の
猫
」
で
の
印
刷
物
の
制
作
は
、
中
世
の
職
人
工
房
に
そ
の
ル
ー
ツ
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
Q
U
i
L
E
Z
i
C
O
R
E
P
L
A
（
守
a
n
c
e
s
c
M
．
）
㌔
G
r
a
p
h
i
c
A
r
t
O
f
t
h
e
Q
u
a
t
r
e

G
a
t
s
〉
∴
O
H
l
O
｝
名
t
C
首
長
0
0
か
ら
p
．
諾
・
欝
．

（
2
6
）
創
刊
号
の
み
正
確
な
発
行
日
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
第
二
号
か
ら
は
毎
週
木
曜
日
に
発

行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ジ
ユ
ア
ン
・
ミ
ロ
（
J
O
a
n
M
i
r
金
の
表
紙
絵
と
と
も
に
『
ク

ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
誌
の
第
二
期
第
二
号
が
、
一
九
七
八
年
の
メ
ル
セ
の
祝
日
に
合
わ
せ

て
発
行
さ
れ
て
い
る
。

（
2
7
）
例
え
ば
一
八
九
八
年
第
五
号
で
は
、
ユ
ト
リ
リ
ョ
が
中
心
と
な
っ
て
ピ
エ
ー
ル
・
ピ
ユ
ヴ

イ
ス
・
ド
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
（
P
i
e
r
r
e
P
u
く
i
s
d
e
C
h
a
く
a
n
n
e
S
）
の
特
集
号
を
組
ん
で

い
る
。
ト
民
）
n
8
m
．
ひ
｝
N
。
s
e
m
a
n
a
d
e
n
O
ま
e
m
b
r
e
d
e
－
笠
∞
．

（
2
8
）
R
O
く
ー
出
に
r
L
T
A
（
J
O
S
m
M
．
a
）
㌔
S
a
n
t
i
a
g
O
R
u
s
i
診
○
】
e
n
人
人
『
u
E
∽
d
e
－
a
ま
d
a
㌔
〉
ト
荒
〉
N
a

S
e
m
a
n
a
d
e
O
C
t
u
b
r
e
d
e
－
等
0
0
〉
p
p
．
∽
・
貨
R
O
く
H
R
A
L
T
A
（
J
O
S
m
M
．
a
）
㌦
R
a
m
O
n

P
i
c
h
O
t
e
n
l
a
i
l
u
s
t
r
a
c
i
O
n
d
e
欠
F
u
E
s
d
e
－
a
ま
d
a
㌔
｝
ト
民
〉
n
F
m
．
N
L
a
s
e
m
a
n
a
d
e

O
C
t
u
b
r
e
d
e
－
笠
∞
）
で
p
．
－
？
N
〇
．

（
2
9
）
R
O
S
カ
b
r
P
T
A
（
J
O
S
か
M
．
。
）
）
へ
h
S
a
n
t
i
a
g
O
R
u
s
i
ぎ
ー
〉
∴
ト
g
N
〉
n
か
m
．
－
L
u
d
e
n
O
ま
e
m
b
r
e

d
e
－
∞
笥
〉
p
p
．
N
・
〕
∴
B
A
R
A
N
（
A
．
し
．
d
e
）
㌦
A
r
t
e
n
u
e
さ
L
s
i
d
r
O
N
O
n
e
E
3
L
F
扇

n
か
m
．
¢
｝
鴇
s
e
m
a
n
a
d
e
d
i
c
i
e
m
b
r
e
d
e
－
等
0
0
も
p
．
漂
㌫
声

（
3
0
）
h
h
と
」
t
e
y
－
i
t
e
r
a
t
u
r
a
）
∵
ト
民
｝
n
8
m
畠
山
－
d
e
d
i
c
i
e
m
b
r
e
d
e
－
笠
↓
V
p
．
－
〇
㌦
h
p
H
t
e
y

－
i
t
e
r
a
t
u
r
a
了
ト
g
N
〉
n
小
声
∽
L
u
d
e
e
n
e
r
O
d
e
－
∞
芸
｝
p
p
．
甲
㌘
R
O
く
ー
空
r
L
T
A
（
J
O
S
m

M
．
a
）
㌦
J
u
a
n
G
a
y
y
J
O
S
か
L
a
p
e
等
a
〉
d
i
r
e
c
t
O
r
e
S
d
e
－
a
人
A
l
n
s
t
i
t
u
c
i
か
C
a
t
巴
a
n
a
d
e

M
訂
i
c
a
Y
〉
〉3
ト
民
〉
n
8
m
．
P
u
－
d
e
e
n
e
r
O
d
e
－
∞
器
も
．
ど
れ
萱
u
e
く
a
S
∵
ト
∈
～
〉
n
8
m
・
の
㌫
a

s
e
m
a
n
a
d
e
n
0
5
．
e
m
b
r
e
d
e
－
0
0
謡
V
p
．
悪
．
い
F
U
E
N
T
E
S
（
E
n
r
i
c
h
d
e
）
㌔
E
n
t
i
t
e
E
a
u
∵

ト
扇
n
B
m
．
↓
忘
a
s
e
m
a
n
a
d
e
n
0
5
．
e
m
b
r
e
d
e
－
笠
∞
も
p
．
軍
声
も
鼓
r
N
（
A
．
し
．

d
e
）
㌦
野
t
e
n
u
e
言
〉
D
a
r
i
O
d
e
R
e
g
O
y
O
S
〉
∵
ト
g
N
〉
n
8
m
．
∞
こ
a
s
e
m
a
n
a
d
e
d
i
c
i
e
m
b
r
e

d
e
義
勇
p
p
．
莞
1
0
0
ご
B
臣
H
4
（
A
．
し
．
d
e
）
㍉
F
t
e
n
u
e
く
O
J
s
i
d
r
O
N
O
n
e
E
〉

3
n
ホ
m
．
汐

鴨
s
e
m
a
n
a
d
e
d
i
c
i
e
m
b
r
e
d
e
－
∞
宗
も
p
．
塞
・
諾
．

（
3
1
）
『
U
E
N
T
E
S
（
E
n
r
i
c
h
d
e
）
㌦
E
n
t
i
t
e
－
－
a
〉
J
n
か
m
．
↓
〉
焉
s
e
m
a
n
a
d
e
n
0
5
．
e
m
b
r
e
d
e

－
涙
声
p
p
．
詔
・
宗
一

（
3
2
）
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
誌
第
十
五
号
の
ロ
メ
ウ
の
記
事
「
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
」
に
引

き
継
ぎ
の
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
ベ
ル
・
イ
・
プ
ロ
マ
』
誌
第
一
期
（
一
八
九
九
年
六

月
三
日
1
十
二
月
二
十
三
日
）
は
一
週
間
毎
に
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
誌
と
同
じ
全
四

ペ
ー
ジ
か
ら
な
る
小
冊
子
の
仕
様
で
発
行
さ
れ
た
。

（
3
3
）
b
監
恥
七
㌻
ヨ
白
｝
n
F
m
．
∽
L
d
e
j
u
－
i
O
－
d
e
－
∞
遽
）
p
．
N
這
∴
竜
．
C
F
〉
n
か
m
．
－
N
L
り
d
e
a
g
O
S
t

d
e
－
怒
り
も
．
P

（
3
4
）
創
刊
号
に
続
き
第
一
号
（
三
月
三
十
一
日
）
、
第
二
号
（
四
月
十
五
日
）
、
第
三
号
（
五
月

三
日
）
、
第
四
号
（
六
月
一
日
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
〇
九
年
九
月
に
第
二
期
第
一

号
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
『
ア
ル
テ
・
ホ
ベ
ン
』
誌
で
も
そ
の
色
刷
り
の
使
用
は
減
る
も
の

の
、
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
誌
や
『
ベ
ル
・
イ
・
プ
ロ
マ
』
誌
第
一
期
の
体
裁
と
同
じ
よ

う
な
全
八
ペ
ー
ジ
か
ら
な
る
小
冊
子
の
仕
様
が
と
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
『
ル

ス
』
誌
の
記
事
（
れ
h
p
H
訂
j
O
く
e
n
p
O
r
．
A
．
し
．
d
e
B
a
r
巴
l
V
∵
ト
g
N
〉
鴨
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e
m
P
n
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d
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t
仁
b
r
e

d
e
－
等
0
0
）
p
．
N
．
）
に
由
来
す
る
。
こ
の
雑
誌
に
つ
い
て
は
H
E
R
R
E
廿
に
r
（
J
a
ま
e
r
）
〉
勺
訂
巳
等
、

宣
旨
ぎ
紅
さ
乳
慧
〓
訂
扁
邑
洛
芸
を
爵
こ
ぎ
雪
ぎ
M
a
d
E
d
L
漂
芦

（
3
5
）
パ
ラ
ウ
・
イ
・
フ
ァ
プ
レ
（
ジ
ユ
ゼ
ッ
プ
）
、
前
掲
書
、
一
九
八
三
年
、
二
一
六
－
一
七

頁
。
『
ア
ル
テ
・
ホ
ベ
ン
』
誌
に
は
ミ
ゲ
ル
・
デ
・
ウ
ナ
ム
ー
ノ
（
M
i
g
u
e
－
d
e

U
n
a
m
u
n
O
）
、
ピ
オ
・
バ
ロ
ハ
（
P
｛
O
B
a
r
且
a
）
、
レ
ベ
ン
ト
ス
な
ど
が
寄
稿
し
て
お
り
、

挿
絵
に
関
し
て
は
そ
の
大
部
分
を
ピ
カ
ソ
に
負
っ
て
い
る
。

（
3
6
）
に
r
勺
L
p
Z
A
（
J
O
S
e
p
d
e
C
．
）
－
P
b
↑
L
r
U
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B
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S
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P
Z
（
M
e
r
c
e
d
e
s
）
｝
ト
ロ

官
已
§
白
計
的
白
已
卜
辱
知
琵
諒
○
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Q
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P
C
O
、
｝
ぢ
訂
叫
声
B
a
r
c
e
－
O
n
a
〉
N
0
0
や
ぎ
0
－
S
．
も
．
－
缶
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（
3
7
）
G
U
と
し
（
M
a
ト
か
n
）
㌔
E
－
p
r
i
m
e
r
c
O
n
t
a
C
t
O
C
O
n
－
a
く
a
n
唱
ト
a
r
d
i
a
．
B
a
r
c
e
－
O
n
a
－
笠
や

－
筈
○
）

3
0
C
A
オ
A
（
M
a
r
i
a
T
e
r
e
s
a
）
e
d
．
〉
旬
訂
e
き
訂
甘
1
3
g
㌫
ヨ
計
S
g
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㌢

誌
り
？
山
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B
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r
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－
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二
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∃
・
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8
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．
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付
記

・
本
文
、
註
、
表
、
図
版
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
外
国
の
固
有
名
詞
の
日
本
語
表
記
に

関
し
て
、
原
音
に
近
い
表
記
を
心
が
け
た
が
、
慣
例
を
優
先
し
た
場
合
も
あ
る
。

・
『
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
』
誌
に
つ
い
て
そ
の
画
質
は
良
質
と
は
い
い
が
た
い
が
、
以
下

の
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
h
t
t
p
‥
ミ
w
w
w
・
E
u
i
s
く
i
諾
S
．
C
昌
旨
e
m
e
r
O
t
e
C
已
q
u
a
t
r
e
g
a
t
s
＼
で
画

像
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
州
立
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
・
サ

ィ
ト
に
お
い
て
、
『
ラ
・
イ
ル
ス
ト
ラ
シ
オ
・
リ
ヤ
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
ー
ナ
』
誌
（
h
t
t
p
‥
≒
宅
W

W
・
C
e
ヨ
a
n
t
e
S
く
i
r
t
u
巴
白
日
く
h
e
m
e
r
O
t
e
C
裟
n
c
－
u
d
e
＼
p
－
a
n
t
i
E
a
j
s
p
才
e
ま
s
t
a
＝
i
】
u
s
t
r
a
c

i
O
賢
e
c
c
i
O
n
＝
C
a
t
）
　
は
画
像
と
し
て
、
『
ル
ス
』
誌
（
h
t
t
p
‥
ミ
W
宅
W
岳
ヨ
a
n
t
e
S
ま
き
u
a
－
．

C
O
已
s
e
邑
e
t
＼
S
i
∃
e
O
b
r
a
s
∋
C
＼
○
－
芸
宜
－
思
い
笥
O
u
等
】
○
害
○
u
S
n
d
e
H
．
h
t
m
）
と
『
ア
ル

テ
・
ホ
ベ
ン
』
　
誌
　
（
h
t
t
p
‥
＼
＼
w
w
w
一
C
e
r
く
a
n
t
e
S
く
i
r
t
u
a
－
．
c
O
m
＼
切
e
r
ま
e
t
＼
S
i
r
く
e
O
b
r
a
s
＼

b
c
＼
－
N
∞
N
栗
丘
N
N
芸
票
○
霊
芝
U
の
N
S
n
d
e
㌍
F
t
m
）
　
は
そ
の
記
事
と
挿
絵
の
大
部
分
が
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

孝
岡
睦
子
　
（
た
か
お
か
・
ち
か
こ
）

二
〇
〇
一
年
　
神
戸
大
学
文
学
部
卒
業

二
〇
〇
四
年
　
神
戸
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
　
（
修
士
課
程
）
　
修
了

神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
　
（
博
士
課
程
後
期
）
　
在
籍

財
団
法
人
大
原
美
術
館
　
（
学
芸
員
）
　
勤
務
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図1．サンティアゴ・ルシニヨール《モンマルトルのカフェ≫1890年、キャンバス・油彩、

80×160cm、モンセラート、モンセラート美術館
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図2A．カウ・プアラット美術館内部一階

図2B．カウ・フアラット美術館内部二階
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図3．リュイス・ラパルタ≪グレコの行列（第三回モデル二ズムの祭典）≫

1馴年、紙・鉛筆とグアッシュ、26．7×39．2cm、シッジャス、個人蔵

図4．ミケル・ウトリリョ「『妖精物語』の宣伝ポスター」1897年、リトグラフ、

167×72cm、シッジャス、カウ・プアラット美術館
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図5．ラモン・カザス『アルテ・ホベン』誌準備号（1901年3月10日）8貢より抜粋

図6．ラモン・カザス≪二人乗り用自転車に乗るラモン・カザスとベラ・ロメウ≫1897年、

キャンバス・油彩、191×215cm、バルセロナ、カタル一二ヤ州立美術館
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図7B．りカルド・オピッソ《四匹の猫≫1899年、

紙・水彩、46×54cm、個人蔵

図7A．「四匹の猫」内部、1899年頃

図8B．りカルド・オピッソ《四匹の猫≫1900年頃、　　図8A．「四匹の猫」内苦臥1900年頃
紙・木炭、個人蔵
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図9．『ラペンス』誌発行

『「四匹の猫」サラ・クランでの素描・油彩作品展示（1897年6月11日～18日）目副
1897年6月、バルセロナ、カタル一二ヤ州立美術館付属図書館
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図11A．「サラ・パレス一通り側」『ベル・イ・プロマ』誌第24号（1899年11月11日）3貢

図11B．「サラ・パレスー中央部分」『ベル・イ・プロマ』誌第24号（1899年11月11日）4頁
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【表1】「四匹の猫」略年譜

年 月 活 動

1 8 9 7 年 6 月 6 月 1 2 日 ：プ ッチ ・イ ・カ ダ フ ァル ク （P u ig i C a d a fa lc h） 設 計 の カ ザ ・マ ル テ ィ （ム ンテ シ オ通 り） にペ

ラ ・ロ メ ウ （P e re R o m e u） らが開 店 。

7 月

7 月 1 1 ～ 18 日 ：初 の 展 覧 会 とな る グ ル ー プ展 開 催 。

⇒ 計6 4 点 。 リュ イ ス ・ボ ン二 ン （L u ts B o n n in）、 りカ ル ド ・カ ナ ル ス （R ic a rd C a n a ls）、 ラ モ ン ・カザ ス

（R a m o n C a s a s ）、 ア ス ペ ル ト （E s p e rt）、 ジ ュ ア キ ン ・ミ ル （J o a q u in M ir）、 イ ジ ドラ ・ノ ネ イ （ls id re

N o n e ”）、 ラ モ ン ・ピチ ョ ッ ト （R a m o n P ic h o t）、 ミケ ル ・ウ トリ リ ョ （M iq u e l U triH0 ）、 アベ リ ・ トウ レ ン

（E v e Ii T o re n t） 、 サ ンテ ィア ゴ ・ル シ二 ョー ル （S a n tia g o R u s iF．o l） が参 加 。

年 末 カ ザ ス と ウ トリ リ ョが影 芝 居 の上 演 告 知 ポ ス ター を制作 。

1 2 月

1 2 月 2 9 日 ：影 芝居 第 一期 （～1 8 9 8 年 2 月 ） の上 演開 始 。 毎 週 月 ・水 ・日曜 日の午 後 。

デ ザ イ ン 、音 楽 そ して 台本 は 「四 匹 の猫 」 の メ ンバ ー が 手 が け た 。

テ ク ニ カル ・プ ロデ ュ ー サ ー は り トリ リョ と ロ メ ウ。 ウ トリ リ ョの落 成 ス ピ ー チに よ り開幕 。

（演 目）

・ヘ ン I）－ ・サ ム （H e n ry S o m m ） 『象 』

・ジ ュ ア ン ・マ ラガ イ （J o a n M a ra g a H） 『モ ン セ ラ ー ト山 』

歌 唱 ／サ ルバ ドール ・ビ ラ ラグ ー ト （S a lv a d o r V Ha re g u t）、伴 奏／ア ン I）ク ・モ レラ （E n ric M o re ra ）、

デ ザ イ ン／り トリ リョ

・ジ ュ ゼ ッ プ ・M ・ジ ュ ル ダ ー （J o s e p M ．J o rd a） 『一 束 の 水仙 』

デ ザ イ ン／ピ チ ョ ッ ト、伴 奏／ジ ュア ン ・ガ イ （J o a n G a y）

・ア ン リク ・ダ ・フエ ン タス （E n ric d e F u e n te s）『「四匹 の猫 と黒 服 との愉 快 な旅 」また は 「ベ ラ ・ロメ ウの往 来」』

デ ザ イ ン／カ ザ ス

18 9 8 年

1 ～ 2 月

1 月 6 日～ 2 月 2 日 ：子 供 の ため の 影 芝 居 を行 う。

2 月上 旬 ：影 芝 居 の 演 目変 更 。

⇒ 上 記 サ ム と マ ラ ガ イの作 品 が コ メ デ ィ 2 作 トウ レ ンの 『挑戦 』 と サ ムの 『怒 れ る心 』 に変 更 さ れ る。

3 月

3 月 1 4 日 ：影 芝 居 第 二 期 の 上 演 開 始 。

（演 目）

・ 『月夜 』

デ ザ イ ン／ジ ュ リ ・パ ル ミ チ ャー ナ （J u li V a Ilm itja n a ）

・ 『ナ ザ レの イ エ ス』

デ ザ イ ン／ボ ン 二 ン 、音 楽／フ ラ ンセ ス ク ・ジネ ス タ （F ra n c e s c G in e sta）

＊後 に 演 目 が 『聖 体 の祝 日』 と 『三 人 の王 』 に変 更 され る 。

4 月 4 月 1 9 日 ：影 芝 居 に音 楽 コ ンサ ー トを導 入 。

夏 前 影 芝 居 の 上演 休 止 。

6 月

6 月 2 8 日 ：人 形劇 の上 演 開 始 。

⇒ ジ ュ リ ・ピー （J u li P i） と その 息 子 ジュ リア ー （J u lia ） の一 座 に よ る上 演 。

カザ ス が 人形 劇 告 知 ポ ス ター を手 が ける。

1 1月

人 形 劇 が 定期 的 に行 わ れ る よ うに な る 。

毎 週 月 ・水 ・金 の 1 0時 か らと火 曜 日の 4 時 3 0 分 か ら。 ま た後 に 日曜 の 午 後 に は子 供 向 けの 上 演 が 行 わ れ る よ

うに な る。 プ ロ グラ ム は頻 繁 に変 わ り、 ドラ マ 、 コ メ デ ィ、 ファ ン タ ジ ー な ど を混 ぜ合 わ せ た バ ラ エ テ ィ に

富 ん だ もの で あ っ た。

初 の個 展 が 開 か れ る。

⇒ ダ リオ ・デ ・レ ゴ ヨ ス （D a rio d e R e q o y o s ） の個 展 。

1 2 月 1 2 月 4 日～ 2 0 日 ：ノネ イ の個 展 （素 描 8 0 点 ）。

不 明
二 人 の ピア ニ ス ト、 エ ン リケ ・ブ ラ ナ ドス （E n ric G ra n a d o s） と ホア キ ン ・マ ラ ッツ （J o a q u im M a la ts ） が 、

フラ ンス 人作 曲家 ヴ ァ ンサ ン ・ダ ンデ ィ （V in c e n t d，ln d y） へ の オ マ ー ジ ュの 催 しで 『トウル ル ー ト』 を演 奏 。

1 8 9 9年

1 月

1 月上 旬 （l 月 4 日頃 ） ：ルベ ン ・ダ リオ （R u b e n D a rio ） が 「四 匹 の猫 」 を訪 れ人 形劇 を見 る 。

＊ル ベ ン ・ダ リオ著 作 『同 時 代 ス ペ イ ン』 （19 0 1年 ）。

鳩 飼 育 者協 会 が会 合 を行 う。

1 月 3 0 日 ：ロ メ ウ が猫 を主 題 と した ユ ー モ ア文 学 作 品 の コ ンテ ス トを開催 。

2 ～ 3 月

ビラ ノバ ・カ ー ニバ ル の た めの ポ ス ター が展 示 され る。

⇒ 大 賞 はジ ュ ア ン ・リヤバ リア ス （J o a n L la v e ria s）。 ビラ ノ バ ・イ ・ラ ・ジ ェル トル か らの巡 回展 。

第 二 週 目 ：文芸 誌 『ク ア トラ ・ガ ッ ツ』創 刊 （全 15 号 ）。

⇒ 総 合 編 集 ：ロ メ ウ 、記 事 編 集 ：サ トリ リ ョ、 デ ザ イ ン編 集 ：カザ ス 。

2 月 2 0 日～ 3 月 5 日 ：ピ チ ョ ッ トの 個展 （絵 画 15 点 、素 描 3 0 点 ）。

⇒ 画 題 は主 に教 会 内部 、風 景 、 ジ プ シー 。
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年 月 活 動

18 99年

4～5月

4 月2 5日～ 5 月10 日 ：シャビエー ・ゴゼー （X avie rG os畠）の個展 （彩色 あるいは木 炭による素描38点 ）。

⇒画題 は主 に波止場、郊 外そ して墓地 。

5 月15～30 日 ：トウレンの個展 。

⇒ 夜景、夜明 けの墓地、教会内部な どを描 いた絵画 と素描 を展示 。

5 月2 5 日 ： 『クア トラ ・ガッツ』誌終刊。

⇒継続雑誌 は　 ′ベ ル ・イ ・プロマ （毛 と羽）』誌 。

開催 日不明 ：オランダ人画家エ ンリケ ・ムルダー （E n riq ue M u ld er）の個展 。

6 月

6 月 3 日 ： 『ベル ・イ ・プロマ』誌創刊 （全 100号、～1903年12 月）。

⇒記事編集 ：サ トリリョ、デザ イン編集 ：カザス

開催 日不明 ：フランセスク ・カルボー （F ra ncesc C a rbd）の個展。

7月
7 月 8 日～28 日 ：ジュゼップ ・ダルマ ウ （Jo sep D a lm a u）の個展。

⇒色鮮やかに人物 や風景 を描 いた絵画 と素描 を展示 。

10月 カタル一二 ヤ自治推進 クラブが講演 「民主主義連合協会」の ため に集 まる。

12月 ア ウジァ二 ウ ・ルザ リョ （E uqe nio R ose lId）が蓄音機紹介 のために講演 「エ ジソンL 偉大 なる人」 を行 う。

190 0年

1月

19 00年 カーニバルの ために開 かれ たポスター ・コンクール出品作品による展覧会。

⇒一 等賞受賞者 はなか ったが、カル ラス ・カザ ジ工マス （C a rle s C a sag e m as）、パ ブロ ・ピカ ソ （P a b 10

P ica sso） など 6 人が奨励 賞 （賞金10 0ペ セタ） を受 けた。審査員 と して ミル、マヌエル ・ウゲー （M a nu el

H ug ue）な どが参加。

2月
2 月 1 日 ：ピカソが初 めての個展。

⇒木炭 による知人 たちの肖像画 10 0点以上 および 《臨終》 を含 む絵画 2 点 といくつかの彩色素描 を展示。

3～4 月

3 月 7 日～25 日 ：カルロス ・バ スケ ス （C a rl0S V畠zq ue z）の個展 （絵画 17点）。

3 月2 6日～ 4 月10 日 ：カザ ジェマスの個展 （素描 ）。

7月
ピカソが 2 回 目の個展

⇒ 闘牛 を主題 と した作 品 4 点 を含 む。

11月 ジュアキン ・二 ン （J oaq uin N in）に よる ピアノ ・リサイタル。

19 0 1年
6月

6 月 1 日 ： 『ベル ・イ ・プロマ』誌第77号で サ トリリョが ピカソについ ての記事 を掲載。

⇒ サラ ・パ レスに展示 された ピカソのパ ステル画 を絶賛 した。

10月
「ワーグナー協会」設立。

⇒ ワーグナーの作品 を積極 的に広 め出版す ることを主たる 目的と した団体。

11月

11月 1 日 ： 「葬送の 夕べ」開催 。

⇒ ピアニス トの ファラ ン ・ビア （F e rran V ia） がワーグナー、ベー トーヴェンらに よる葬送 曲を演奏。

集会 「芸術 と祖国」に合わせて、講演 と詩会 とともに行われた。

19 02年 3月 スペイン版画 ・ポ スター収集 家協会 「イスパ ニア」が会合 を行 う。

6月
フランセスク ・タレーガ （F ran cesc T a rreg a） がシューマ ン作 『幻想曲』、アルベニス作 『スペ イン風セ レナ

一夕』 と 『グラナ ダ』 そして 自作 『ホタと トレモ ロ』の コンサー トを開催。

19 03年

3月

「アルス ・ネグラス」 によ るグループ展開催。

⇒ アン IJ ク ・カザ ノバス （E n ric C a sano vas） による彫刻、マヌ工ル ・ア イナ ウ ド （M an ue lA in aud）による

素描 、そ してクラウテ ィ ・ゲラ ウ （C laud iG rau）による絵画 で構成。

3 月2 4日 ：ジャウマ ・サバルテス （Ja um e S aba rt6S）が詩会 を開催 。

4 月
最後の展覧会開催。

⇒ ドイツ人画家 ヴァルデ マ一 ・トー ン （W alde m a rT horn）の個展。

6 月
6 月2 6 日 ： 「四匹の猫」閉店。

⇒建物 は 「聖ル カ芸術協会」の手に渡 り、展示会場 となる。

その他時期が不明な活動

展覧会

I）カルド・カナルス （R icardo C anals）、ルイザ・ビダル （Lu■l■sa Vidaf）、イグナシオ・スロアーガ （lgnacio
Zul0aga）、ジュゼ・アントニオ （Jos畠Antonio）、りカルド・オピッソ （R icard O pisso）、ジュゼップ・M ・

シィロー （Josep M ．Xird）、ジャウマ・パイサー （Jaum e Pahissa）

音楽 作曲家イサーク・アルベニス （lsaac Albeniz）、ギタIJ ストのミケル・リョベート（M iqueILl0bet）

ゲスト

ヴァンサン・ダンディ （V incent dlLndy）、ミゲル ・デ・ロス・サントス・オリバ （M iguelde Ios S antos

O Iiver）、キンテロ兄弟 （Q uintero）、エミリオ・ジュノイ （E m ilio Junoy）、カルロス・コスタ （C ar10S C osta）、

アントニオ・リベラ （Antonio R ibera）、ラ・ドゥース （La D use）

文学 イグナジ・イゲラジアス （lqunasilqlesias）、エドゥアルド・マルキナ （Eduard M arquina）

（主要参考文献）

JARDicASANY（Enric），Histbriadeels4gats，Barcelona，1972．

BARCELONA，Ex．Cat．，PicassoandEIs4Gats，TbeEaT・わ′YearsinTurn－Of．therCentuTyBarcelona，Toront，1996・

PARIS，Ex．cat．，ParisBaT・Celona，deGaudtdMir6，Paris，2001・

－132－



【表2】『クアトラ・ガッツ』誌（1899年）目録
‾　爛調 三■； タ イ トル 乍者／寄 稿 者 貫

第 1 号 2 月 ラ モ ン ・カ ザ ス

R am on C a s a s 表 紙絵 姐 1

嚇 蟻 鱒 鱒 牒 鱒 鱒

÷…：・：． ・郡 ‾‾≡芽 ≡

「各 位 」

A totho m

ベ ラ ・ロ メウ

P．2P ere R o m e u

「ラ ス ケ リ十 ・ダ ・ラ ・ トラ ー チ ャ』 誌 賞 受 賞　 「雌 猫 に」 （マ ドリ ガル ） ク ンラ ト ・ロ ウ ラ

P・2（P rem i o Ie rt p e r　《L’E squ e lla d e la 10 rra tX a 》） A una q a ta （M ad riq a l） C o nra t R o u re

ラモ ン ・カ ザ ス 賞 受賞　 「修 道 士 の 猫 」 J ・セ ッラ ・イ ・ク ン ス タ ン ソ

P．2P rem i o fe rt p e r D R a m o n C a s a s）E lg at d e ls fra re s J．S e rra y C o n s ta n s d

主 人 ベ ラ ・ロ メ ウ大 賞 受 賞　 「猫 た ち の 夜 明 け」 ギ リ ェム ・A ・テ ィ ・イ ・ラ フ ォ ン ト

PP ．2－3（P rim e r p re m i o fe rl p e r L ’H osta le r P e re R o m e u） La alb a d a d e ls q a ts G u ilE6 m A ．T elly L a Io n t

『イ スパ ニ ア 』 誌 編 集 者 賞 受 賞　 「猫 」 ジ ュア ン ・ベ タ ・マ ル テ ィ ・イ ・ナバ ッ ラ

PP ．3 －4（P rem i o fe rt p e r l’e dito r d e l’〈H isp a n ia》 ） Lo qat J o a n B ta ．M artr Y N a v a rre

誘　 導 2 月相 田 （7 1 ギ ュ レー ク 〉 J ・ミル

義 範 冷奴 1
組 側 加 納 ね 水場廊

劇 彬 副 惟

「テ ー ブル に つ い て 」

S o bre la ta u la

ベ ラ ・ロ メ ウ

P ．2P e re R o m e u

ジ ュ リ り り レミチ ャー ナ 賞 受 賞　 「な ん て猫 な ん だ ！」 （モ ノロ ー グ ） ベ ラ ・クル メ ・イ ・フ ォル ス

P ．2≡；≡：書起 で㌘・㌻：；：；．．．＿＝≡≡窒＝ナ牢≡≡⊇≡ （P re m io fe rl p e r D J u li V a llm itia n a） iQ u in q a t！（M o ndle c h） Pe re C o 10 m （≒v F ors

＃・ 「エ ク ス タ シ ー」 ア ペ ラ ス ・メ ス トラス

A p eles M e s tre s P ・2

　 ：冒〉

ミ糊
「母 」

U na m are

J ・ア ラ グ ー ン

P ．2」．A lad e rn

ノネ イ 賞 受 賞 「タ ク レ ク婦 人 の 猫 」 サ ン テ ィ ア ゴ ・ル ー ラ ・イ ・クロ ン

P．3（P rem i o fe rt p e r D I N o n e ll）Lo qat d e D o n y a T e c le ta S a n tia q o R u ra y C o l0 m

「ノク タ ー ン」

N octurn

ジ ュ ア ン ・ポ ン ス ・イ ・マ ッサ ペ ウ

PP．3－4Jo an P o n s y M a s s a v e u

弊 履 簿 嘉舟蛮 膚 ・■：‥ け ル バ イ シ ン よ り） ラ モ ン∴－ピ 紆 ヨ ッ ト　 ‾

顔 料 細 山日毎－1潮 b誠 納　 ‾‾－ ．短 慮 加 瀬 紬融 ・

「テ ー ブル に つ い て」

S ob re la ta u la

ベ ラ ・ロ メ ウ

P．2P ere R o m e u

「ソネ ッ ト」 R ・E ・バ ッサ ゴ ダ

P，2S o ne t （trad u c c i6 d e l lta lia S te c h e tti） R ．E ．B asse q o d a

「人形 劇 に つ い て 」

En lite lla

ア ン リ ク ・ダ ・フ エ ン タ ス

P・2　 ：‾ Ⅸ？：■：■舟．■
痢 抑 鱒 頼 鱒 梢 ■■■
⊆一塞・－∫≡芝 ．1 ）＝、：■・：：湘

E nrich d e F u e n te s

「ラ モ ン ・ピチ ョ ッ ト」 M ・り トリ リ ョ

P．3
麿

；≡；；…≡‾ミ■鼓

：■・：軒琵‾喜≡

E n R am o n P ic h o t M ．U tril10

「は か な さ」

ln sta nはnea

J ・ヌベ リ ヤス ・ダ ・ム リン ス

P．3J．N ovella s d e M o lin s

S ・ル シ二 ョー ル著 作 『日々 の 雑 記 』 よ り ラ モ ン ・ピ チ ョ ッ ト

挿 絵 2点 ／P．3D eH lib re　 宅Fulls d e la v id a》　d e S ，R usiR o l R a m o n P ic h o t

「記 事 」

L’A rtic le

J ・B ・マ ル テ ィ ・イ ・ナ バ ッラ

P P．3 －4J ．B ．M artT y N a v a rre

「マ ドリー ド征服 」 ク ア トラ ・ガ ッ ツ

P．4La co n q u is ta d e M a d rid Q u a tre G a ts

「猫 の ベ ッ ド」　 （速 い調 子 で） マ ネ ル ・ル カ モ ラ

P．4Lo llit d e la m ix e ta （SChe rz o a tre s te m p s） M ane l R o c a m o ra

鱒 4 号 ‡中 之早 ■・細 窓 再 ．・．・ 巨 ノ 者 イ

洩 れ 由 直
払e 扇雨如lH 血招滋 暮i■．軸痴劇

「テ ー ブル に つ い て 」

S ob re la ta u Ea

ベ ラ ・ロ メ ウ

P．2P ere R o m e u

「キ スの バ ラー ド」 ジュ ア ン ・マ ラ ガ イ

P．2La b a la d a d e lb 畠S Joa n M a r郎】a ll

「悪 魔 の 橋 」 （童 話 ） ア ル フ オ ンス ・パ ジ エ ス

PP ．2 －3Lo p o n t d e l d ia b l‖0 rCUe n tO P e r n O y S） A Ipho n s P a ie s

「奴 隷 の 歌 」

C ansd d ■escla v a

ジ ュゼ ップ ・ア ラ グ ー ン

P ．3Jose p h A la d e m

「ピ チ ョ ッ トの 展 覧 会 」

P ．3L’E xpo s ic io d ’en P itx o t

「黒 い ス ペ イ ン」 （エ ミー ル ・ヴ 工 ル ハ ー レ ンー ダ リオ ・デ ・レゴ ヨ ス ） ミ ケ ル ・ウ トリ リ ョ （？）

M ，U ． P P，3－4E sp a FIa n e q ra （E m He V e rh a e re n－D a rio d e R e q o yo s）

D ・デ ・レゴ ヨ ス

D ．d e R eq O y O S

挿 絵 2 点

／P P．3 －4

「新 任 の 司教 」

P．4日 nou se n y o r b is b e

「聖 母 」

P．4La M a ria n i
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号数発行 月日 タイ トル 作者′寄稿 者 頁

第 5 号 3 月9 日 サンティアゴ ・ルシ二女十弗

瀧踊ぬ胆牒鹿的扉 ■表應詣抽出

叫 ▲T R 亡 8 ▲T ●

「テーブル につ いて」

So bre la ta山a

クンラ ト・ロウラーベ ラ ・ロメウ

P ．2C on ratR o ure －Pe re R om e u

「四匹の猫」 コンクール　 テ ィオニス ・プ ッチ賞受賞　 「屋横の上の夜」

P ．2（P re m iofer1 匹 D ．D ionis Puiq．e n l0 Certam e n d els　《Q uatre G a ts 》 ）La nita la te ulad a

「サラ ・パ レス」

P ．姐 X ． P ．3寧鱒　 ‾　‾ Sa ld P a伯 S

「決定的 な死」 プンペイウス ・ジヤネー

P ．3M a cabra V ita l P om pe yus G en er

「マナル ・ドウラン ・イ ㌧バス氏の場合」

P ．3Exo m ，S r．D ．M an皇LD ura n y B As

ラモ ン ・カサス

R am o n C asas 挿絵1点／P．3

「パ リのサロン」 ミケル ・ウ トリリョ （？）

P ．3EIs sa 始ns d e Pa ris M ．U ．

「リア リズム」

R ealism e

P ・クルメー

P ．4P ．C o l0m er

「永劫 の苦楽」　 （サ ンテ ィアゴ ・ルシ二 ョールに） ダニエル ・ロッテ ・プルナ

P ．4M usica eterna （a e n S antiaq o R usiF101） D an ie＝］o iq P runa

第 6 号 i 月16 日 （音衝 き引い て〉 ゴゼー

蒸 廠絵ぬパ■TIW tran G oso

妄…室≡宴一・　 ＝：≡＝≡≡≡三三弾 ．

＝一重 疇 転錮 陵藻 ：・

「テーブルについて」

So bre La tau la

ベラ ・ロメウ

P ．2P ere R om e u

「ことわざ、格言 、会話そ して別の些細なこと」 アルフオンス ㌧パジェス

P ．2D itxos．se nlencie s，dialec hs y altre s frio Ieres A Ipho ns P ajes

「四匹の猫」　 （カブリッチ ョ） 工ウシェ二 ・オル ス

P ．2E Is lV qats （CaPritxo） E u〔】en iO rs

妻「 「静かなる喧騒」 サンティアゴ ・ル シ二 ョール

P．3滅 So roHs d e q uie tut Sa ntiaqo R usiF10I

哀
ラモン ・ピチョッ ト

R am in P ic hot 挿絵1点／P．3

「屋根 の上の夜」 フランシスコ ・バ ラリ ・イ ・ガ リ

P．3La nit a La teulada Fran cisco B alariy G a li

「サラ ・パレス」

Sa ld P ar6 S P ．de X ． P．4

「二 匹の猫」 （寓話） クンラ ト・ロウラ

P．4EIs d os q ats （Fau la） C onrat R o ure

「全 ては白百合 だった り ジュゼップ ・M ・ル ピラルク

P．4T ot eren ”iris blancs F Jo seph M ．R ovira lta

「『シッジャス ・カタル一二 ヤ主義協会』の結成」 R ・レベン トス

P．4lna ugu racid de la　≪A q rupac ib C atalanista d e S itg es》 R ．R ev entds

蕪 梢 3 月≡給 田 ．■・・≡ 如 豆 腐 ：・バ見キス

毎 函 煎 塵 如 廃 喪縦線敵 1

，＝＝三芳J・一牢≡≡≡き喜一＝一覧婆．・腰一二一

「テーブルについて」

S o bre la taula

ベラ ・ロメウ

P．2Pe re R om eu

「バルセ ロナか らアルメ リアへ、そ して再 び家 に」

R ．C ．R ． P．2D e B a rce lo na a A lm eria y a ltra veg ad a 畠ca sa

「心の奥底に」 R ・ス リ二ヤク ・サンティアス

P．2lntim a R ．S uriRa ch S entTe s

「町カタル一二 ヤ合唱凪い こよるコンサー ト」

A ．C ， PP．2－3C o ncertp er l■“O rfe 6 C ataJa ’’

「四匹の猫」 J ・セ ッラ ・クンスタンソ

P．3A Es qua tre q ats J．S e rra C onstans6

「ラ ・カイシ ャ ・ノバ」 マネル ・ルカモラ

PP，3・4La ca ixa nova M an elR oca m ora

「サラ ・パ レス」

P ．姐 X ． P．4S ald Pa r畠S

「頭髪」

La ca belLera

R ・レベ ン トス

P．4R ．R eve nt立S

第・8 綴趨 瑚 ：帝 ．寡凍 頑 淘 努 均 頼 淘 － リ≡＿‾カ∴ル ド＿モ＿‾ォビ ラ‾ソ

■．轟 離 勤 勇一；；搬 痛 感……舶 ・如 触 疑－＿＿ 鞄 細 江 嬢 軸　 ‾＿‾

：；…脚 ・叫 Ⅶ …：≡≡……

「テーブルについて」

S obre la ta ula

ベ ラ ・ロメウ

P．2P e re R om eu

「心のため息」 （一ルムル ・サ リェラス） ジュセ ップ ・アラグーン

P．2棉僻 ．．．．．．…：・．：・．′｝‾で・・・．．蕊 ■　　等． S osp irs de Icor トR o m ulS alIeres） Jose ph A lad ern

「こ とわざ、格言、会話 そ して別の些細 なこと」 アル フオンス ・パジェス

P，2D itxos，Se ntenCies，d iaIe chs y a ltre s frio Ie res A Ip hons P ai6S

「はかなさ」

In sta ntanea

ジャス シン ト・カペ リヤ

P．3Jascinto C ape lla

「猫の怒り声」

M a「ram a us

マルテ ィ ・ルブル トス

P ．3M artrR e volt（うS

「ピ レネー山脈 より」

D elP irjne u P P．3－4

（未刊行作 品の抜粋） 「悪徳 と美徳」

P ．4（Frag m entd ’u na obra in昌d ita）E Ivic iy La virtut

「サンプラヴィヴァス」

Se m previve s

オール ドマン

P ．4O ldm an
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号数発行 月日 タイ トル 作者／寄稿者

第 9 号 4 月6 日 く霊 りの）

N uvub Sa

ゴゼ宣

G 8き畠 表 紙絵わ．1（臨 時増刊号〉

「量 りの」

N uvu l0Sa

F ・プジュラ ・イ ・バ リエス

P．2F ．P u山はv V a帽 S

「ことわざ、格言 、会話 そして別の些細なこ と」 アル フオンス ・パジエス

P．2轡 鱒讐 警‥・：：讐 訪 ． D itxos ，Se ntenCie s，diale chs y a ltre s frio leres A Ip hons P ai畠S

「テーブルについて」

S obre la ta ula

ベラ ・ロメウ

P．3P ere R o m eu

：：■．＝

J ・ミル

J．M ir 挿絵1点／P ．3

R ・スリ二 ヤク ・サンテ ィアス

R ．S uriFla Ch S entie s P．3

「心の奥底に」

lntim as

ジュア ン ・M ・クァスク

P．3Joa n M ．G uasch

「雄猫 と雌猶」（猫の恋愛詩） フランシスコ ・リェナス

P．4G aIy qata （idilifeli） F rancisco Llen as

東 10号 4 8 13 日 ラモ ン ・カサス

R a m o n C as8S 表紙銀飯 1

岬 亡帥 ▼●

「テー ブルについて」

S ob re la ta u a

ベ ラ t ロ メウ

P．2P ere R o m eu

「寓話」

F aule s

アル フオンス ・パジェス

P，2A Ip hons P ai昌S

「マニア」 （模倣 ）

P．2M a両as （im itac 廟

「メニ ュー」

M enu

ジャス シン ト・カペ リャ

P，3Jascinto C ape Ila

「青春の」

P rim ave raE

J ・ヌベ リャス ・ダ ・ム リンス

P．3J．N o vellas d e M oljns

「哀 れな黒髪」

M ise 「ia m ate

サ ンテ ィアゴ ・ルシ二ョール

PP ．3－4S antiaqo R u siFIO l

R ・ピチョッ ト

R ．P ichot 挿絵1点／P ．3

「洪水」

L ’In und acid

R ・レベ ン トス

P，4R ．R eve ntilS

「詩 に関す る考察」 アルベル ト・ダ ・S ・リャナス

P．4P e nsam ents en vers A lb ertd e S ．Lla nas

郎 卑 4 月壬軸 摘 遼き

森組 細 雨 ■．P ¢r小0 巾

：…■軸鉾陽 闇晦‾W 鵜・．・：≡

：＿＿＝－＿ ．遇凝 二・■‥：

十

慕塩一三一＝一才

宅帰還〉 P ・プジュラ ・イ ・バ リェス

P ．2D e re torn P ．Pu iu Ia y V a 脂S

「別れ」

A d eu

ジュアン ・リシュパ ン

P ．2

（プンペイウ ・ジャネ一、」・アラダーン訳）

Jo han R ichep in

（trad uccid de Po m peyo G ene ry J．A lad errn ）

「テーブルについて」

S obre la tau La

ベラ ・ロメウ

P ．3Pe re R om eu

「恋人たち」 （抜粋） アン リク ・ダ ・フ工ンタス

P ．3A m o rs　 仲aq m e nt） En rich de F ue nte s

「サンプラヴィヴァス」

S e m previve s

オール ドマン

P ．30 旭m an

「臆 罪」

Exp iaci（う

マ リアン ・ロッチ

P P．3－4M a 柏 n Ro jq

「感謝」

M e rc畠S

工ウジェ二 ・オルス

P ．4EL旧en iO rs

需 †2号 5 月 4 日 ガルシア ・アスカッレー

G さ忙io E SCarrさ 義漑絶滅 1：．

卵 巣誓 ．攣曽

‡＿

．■：■浄‾・

「ある ‥ ・女」

U naH ． D o na

P ・クロン

P ．2P ．C o lom

「イザベルの新 しい歌」

F．P ．B ． P ．2C anso no va de la lsabe I

「テーブルにつ いて」

S o bre La tau la

ベラ ・ロメウ

P ，3Pe re R om e u

挿絵 1点／P ．3

「風 景」　 （親愛 なる画家J ・ミルに） ウルテンシ ・クエイ

P．3P aisatqe （A Ivo lgut am ic h p intor J．M ir） H ortens iG ue ll

「心の奥底 に」

lntim a

ジャスシン ト・カペリャ

P．3J ascinto C a pe lla

「積罪」（続 く） マ リアン ・ロッチ

PP．3－4E xp iacid （CO ntinu aci6 ） M ari畠n R oiq

「努力」 フラン シスコ ・バラ リ・ガリ

P．4A fa nv Fra ncisco B alariG ali
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A ．de R iqu 即 表紙絵腺 1

章一≡享、㌻・・・．・ ・■・：■■■：：：■：■・．褒硝・：・：
選 ㌍ 讐 警恨 ≡…

：；：・；≡≡：≡：…：：洋や讐：

「候補者」 J ・B ・マルテ ィ ・イ ・ナバッラ

P・2U n prete nde nt J．B ，M arliy N avar墨e

「散文詩」 カル ラス ・カサジェマス

P．2P oe m ets en p ro sa C a rles C asa ge m as

「ブル ジョワ詩人のちっぽけな理想 を粉々に して」 R ・レベン トス

P．2D e la trenc adic a d eis pe tits ide aLs d ’un poe ta b urqe s R ．R eve nt立S

「サ ラ ーパ レス」

P ．d e X ． P．2S ald Pa r色S

「テ ーブルについて」

S ob re la ta ula

ベ ラ ・ロメウ

P．3P e re R om eu

A ・ダ ・リケー

A ．d e R iq uer P．3

；叢＝三■「 ・：

＝‾＝≒＝、＝瑚 ＝三一■罠．・．．・三≡≡ 挿絵4点／P ．3

要≡賢一∵・＝＿＝≡≡＝′－＝≡講甥・・・：・隻≡≡

＝‾寅≡；＝；一一一、 三‾＝襲索 ；妻
「ことわざ、格言、会話そ して別 の些細 なこと」

D itxos ，Sente nCies，d ialeqs iaEtres frio leres

アルフオンス ・パ ジエス

P．3A Ipho ns Pa leS

「花の宴」

Jocs fl0ra ls

P ・プンタ

PP ．3－4P．P unta

「報復」 （絵画） アルフオンス ・パ ジェス

P．4R e venia （Pinlu「a） A Ipho ns Pa ies

「四匹の猫 での コンクール」

P．4C erta m en de ls Q ua tre G ats

「重要事項」

P．4N ota im portant

慕環・4 料・餌 紬 沌 ■ ≡≡‾アペ ，か ＿甑ウレン・…・・≡：；・…

≡＝≡－≡か 離 れ紬 溜 感触 離 鵡 ：

迦 痩 率 煎 疲 頭 ．
≡＿＿畔 準 二二、、・

「テーブルについて」

S o bre La tau la

ベラ ・ロメウ

P ．2Pe re R om eu

「奴隷 たち」

E Is es cLaus

E ・グァ二ヤペ ンス

P ．2E ．G u anyab 畠ns

「船縁 」

Bo rds

F ・プジュラ ・イ ・バ リャス

P ．2F．Pu iuは iV a lle s

J ・カタリネウ

」．C atarineu PP ．2－3

磯 「『カタル一二ヤ合唱団』のマリョルカ遠征」
A．C． P．3

Excu rsid a M aLlorca de l川O rfed C atal急1’

「サラ ・パレス」

S a ld P ares P ．de X ． P ．3

「こ とわざ、格言 、会話 そして別の些細 なこと」 アルフオンス ・パ ジエス

P．3D itxos．se nte ncie s，dialeq s y altre s frioFeres A Ipho ns P aies

「席罪」 （続 く） マ リアン ・ロッチ

PP ．3－4Exp iacid （CO ntinu aci6 ） M a r也n R oiq

「四匹の猫 での コンクール」

P．4C erla m en de ls Q ua tre G ats

「重要事項」

P．4N ota im portant

熟 考 拍 盛 臼 如 束 ね 顔 纏 ■ 凍 結

的 咄頼 擁痴 態ほ ・．・触舶蘭 ＿ 寮経線姐 1 ：

襲撃鱒 鮭頓無 筆三一≡≡

「テーブルについて」

S ob re la taula

ベラ ・ロメウ

P ．2Pe re R om e u

「ことわざ、格言 、会話そ して別の些細なこと」 アルフオンス ・パ ジェス

P ．2D itxo s，Sente nCies ，dia leq s y altre s frioleres A b ho ns P ai畠S

「堕天使」 」・B ・マルティ ・イ ・ナバ ッラ

P ．2E rs a nE］eLs ca iquts J ．B ．M artTy N ava rre

「平原 を通 って」

P e lca m p

P ・アラルプ

P ．2

式

P ，A l的

「『四匹の猫』のサ ラ ・ゲラン」　 （トウレン展）

P ．de X ． P ．2S a la gra n d els “Q uatre G a ts”（expo sicid to re nt）

「寓話」 アルフオンス ・パジェス

P ．3
：・洋三：■・㌍一一∴－

F a山es A Ipho ns P ai昌S

「購罪」 （完） マ リアン ・ロッチ

P P．3 －4E xp iacid （ac aba m e nl） M aria n R oiq

「四匹の猫 での コンクール」

P ．4C erta m en de ls Q ua tre G ats

「重要事項」

P ．4N ota im portant

（？）を付した箇所は筆者の加筆である。

下線部分は原文のままである。
タイトルおよび作者／／寄稿者が無表記のところはそのまま空欄とした。
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